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１．概要
ＦＡ－Ｍ３専用のオープンモーションコントローラＰＬＭＣ４０は、シーケンサ（ＦＡ－Ｍ３）
に内蔵できる自立的なＮＣ／ロボットコントローラです。
一般の位置決めコントローラとは異なり、各マシンやステーションを総括的に制御するためのあ
らゆる機能を内在しています。
本書では、多様な機能や使い方に応じたラダープログラム例をご紹介します。

又、オープンＭＣはパソコン（ＰＣ）からもダイレクト接続出来ます。
「セッティングＰＣソフト」ではＰＣを用いて、ＦＡ－Ｍ３とは無関係に全ての操作や動作が可
能です。試運転・調整・保守には非常に便利なツールです。
さらに、ＰＣ上のユーザーアプリケーションソフトから、テクノ提供のＤＬＬ（通信ライブラリ
ー）を経由して制御・監視も可能です。

２．関連資料
「ＰＬＭＣユーザーズマニュアル」 （ＴＢ００－０８１０）
「標準ＰＬＭＣ対応 セッティングＰＣマニュアル」 （ＴＢ００－０８１２）
「標準ＰＬＭＣ対応 ＲＯＭＳＷ設定ソフトマニュアル」 （ＴＢ００－０８１１）
「標準ＰＬＭＣ対応 通信ライブラリリファレンスマニュアル」 （ＴＢ００－０８１３）
「標準ＰＬＭＣ対応 送受信データ説明書」 （ＴＢ００－０８１４）
「標準ＰＬＭＣ対応 Ｔコード変換ライブラリリファレンスマニュアル」（ＴＢ００－０８１５）
「標準ＰＬＭＣ対応 Ｇコード変換ライブラリリファレンスマニュアル」（ＴＢ００－０８１６）

※「標準ＰＬＭＣ対応 サンプルラダープログラム説明書」 （ＴＢ００－０８１７）
「ＰＬＭＣデモンストレーション説明書」 （ＴＢ０４－１３３７）

※ 本書
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３．サンプルラダーの構成

３-１．サンプルラダープログラム動作環境

サンプルラダープログラムは、FA-M3プログラム開発ツールのWideField2(SF620-JCW)で編集
することが出来ます。
WideField2の動作環境およびご使用方法、ラダー命令の詳細については、横河電機株式会社
殿のマニュアルをご覧下さい。

３-２．信号名称定義の名前付け規則

本サンプルラダープログラムでは使用している信号／データの全てに信号名を付けています。
信号名称の名前付け規則を以下に示します。

○○＿ｘｘｘｘ

Ｌ／指定なし
・Ｌ ･･･ ローカルデバイスであることを示します。
・指定無し ･･･ グローバルデバイスであることを示します。

デバイスの種類
・デバイスの種類を英大文字で示します。
（入力リレー：Ｘ、出力リレー：Ｙ、データレジスタ：Ｄ 等）

機能／名称
・機能や名称を表す名前を付けています。

例）
X_ALARM ･･･ アラーム入力リレー
X_INPOS ･･･ ＩＮＰＯＳ入力リレー
Y_RESET ･･･ リセット出力リレー
Y_STOP ･･･ ＳＴＯＰ出力リレー

３-３．プロジェクト構成

○プロジェクト名
・ＳｍｐｌＬａｄｄ

○ブロック
・ＳＭＰＬＭＡＩＮ ･･･ サンプルラダーのメイン処理です。
・ＳＤＲＥＡＤ ･･･ ＳＤカードからのファイル読み込み処理です。

ダイナミックデータローディング（ＤＤＬ）で使用します。
・ＣＦ ･･･ メモリモジュールからのファイル読み込み処理です。

ダイナミックデータローディング（ＤＤＬ）で使用します。
・ＲＥＦＲＥＳＨ ･･･ 固定データレジスタのリフレッシュ処理です。

特殊モジュール読み出し（READ）／書き込み（WRITE）を行って
います。

・ＣＯＭＭＡＩＮ ･･･ ＰＬＭＣとの通信処理です。
特殊モジュール読み出し（READ）／書き込み（WRITE）を行って
います。



３-４．システム構成図

※ 上図は情報（リレー／特殊レジスタ）の依存関係を示しています。
又、反転文字は、「４．ラダー処理」の説明の項番号と後述のラダーの参照ページを表しています。
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３-５．入出力モジュールのＳＷ／ＬＥＤ割り当て

○出力ＬＥＤ(ＰＬＭＣの状態を表示)

1 READY 5 INPOS 9 13 （予約） 17 21 25 29
2 RUN 6 PRDY 10 14 L_PRGSND 18 22 26 30
3 PAUSE 7 11 15 L_CFERR 19 23 27 31
4 ALARM 8 12 16 20 24 28 32

○入力スイッチ(ＰＬＭＣへの運転・操作)

1 :START 22:シングル
2 :STOP 23:原点復帰

12:OVR 100%
3 :RESET 24:ＪＯＧ

13:+Ｘ
4 :電子ｶﾑｻｲｸﾙ 25:インチング

14:-Ｘ
5 :手パ軸選択Ｘ 26:手パ

15:+Ｙ
6 :手パ軸選択Ｙ 27:パネル有効

16:-Ｙ
7 :手パ軸選択Ｚ 28:REQ_PTP

17:+Ｚ
8 :手パ軸選択Ａ 29:（予約）

18:-Ｚ
9 :OVR 25% 30:Ｉ_PRGSND

19:+Ａ
10:OVR 50% 31:Ｉ_FSEL0

20:-Ａ
11:OVR 75% 32:Ｉ_FSEL1

21:連続運転



TB00-0817.jtd－7

４．ラダー処理
(１)．入出力モジュール[ＷＤ６４－３Ｆ]からの入力 → ＰＬＭＣへの出力

【サンプルの目的】
・入出力モジュールからの入力リレーをＰＬＭＣへの出力リレーに反映させる事により、ＰＬ
ＭＣに対して、操作を行うサンプルです。

【処理】
・入出力モジュールの入力リレー４点の状態をＰＬＭＣへの出力リレー４点（下記）へ設定
します。

ﾓｼﾞｭｰﾙ ﾘﾚｰ PLMC ﾘﾚｰ入出力 からの入力 への出力
Ｘ＿ＩＯ＿ＳＴＡＲＴ → Ｙ＿ＭＣ＿ＳＴＡＲＴ（スタート）
Ｘ＿ＩＯ＿ＳＴＯＰ → Ｙ＿ＭＣ＿ＳＴＯＰ（ストップ）
Ｘ＿ＩＯ＿ＲＥＳＥＴ → Ｙ＿ＭＣ＿ＲＥＳＥＴ（リセット）
Ｘ＿ＩＯ＿ＺＲＴＮ → Ｙ＿ＭＣ＿ＺＲＴＮ（原点復帰）

(２)．ＰＬＭＣからの入力 → 入出力モジュール[ＷＤ６４－３Ｆ]への出力

【サンプルの目的】
・ＰＬＭＣからの入力リレーを入出力モジュールの出力リレーに反映させる事により、ＰＬＭ
Ｃの状態を外部へ出力するサンプルです。

【処理】
・ＰＬＭＣからの入力リレー６点の状態を入出力モジュールの出力リレー６点（下記）へ設定
します。

PLMC ﾘﾚｰ ﾓｼﾞｭｰﾙ ﾘﾚｰからの入力 入出力 への出力
Ｘ＿ＭＣ＿ＲＥＡＤＹ → Ｙ＿ＩＯ＿ＲＥＡＤＹ（ＲＥＡＤＹ）
Ｘ＿ＭＣ＿ＡＬＡＲＭ → Ｙ＿ＩＯ＿ＡＬＡＲＭ（アラーム）
Ｘ＿ＭＣ＿ＰＡＵＳＥ → Ｙ＿ＩＯ＿ＰＡＵＳＥ（停止中）
Ｘ＿ＭＣ＿ＩＮＰＯＳ → Ｙ＿ＩＯ＿ＩＮＰＯＳ（ＩＮＰＯＳ）
Ｘ＿ＭＣ＿ＲＵＮ → Ｙ＿ＩＯ＿ＲＵＮ （ＲＵＮ）
Ｘ＿ＭＣ＿ＰＲＤＹ → Ｙ＿ＩＯ＿ＰＲＤＹ （プログラム実行可）

(３)．機械パネルＩ／Ｆデータ設定

【サンプルの目的】
・入出力モジュールからの入力リレーの状態をＰＬＭＣへの機械パネルＩ／Ｆデータへ反映さ
せることにより、ＰＬＭＣに対して操作を行うサンプルです。
機械パネルＩ／Ｆでは、オーバーライドの変更、動作モードの選択、ＪＯＧ／インチング移
動などの操作が可能です。

・機械パネルＩ／Ｆの詳細については「ＰＬＭＣユーザーズマニュアル(TB00-0810) 機能編
７．機械操作パネル」を参照下さい。

【処理】
・入出力モジュールの入力リレー２３点の状態をＰＬＭＣへの機械パネルＩ／Ｆデータへコピ
ーします。
使用しないないデータには０を設定しています。

[使用しているチャンネル]
・ＣＨ１（手パ／インチング倍率、手パ軸選択） ※ 倍率は×１に固定
・ＣＨ２（オーバーライド）
・ＣＨ３（モード設定）
・ＣＨ４（ＪＯＧ／インチング軸選択）

・ＳＭＰＬＭＡＩＮブロックで内部リレーにデータを設定して、ＲＥＦＲＥＳＨブロックで
ＰＬＭＣのデータレジスタに書き込んでいます。(WRITE)
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(４)．Ｍコード処理

【サンプルの目的】
・ＦＡ－Ｍ３とＰＬＭＣでＭコードのハンドシェーク処理を行うサンプルです。
Ｍコードにより０～２５５通りの指示をＰＬＭＣからＦＡ－Ｍ３に渡せます。
Ｍコードの値とＦＡ－Ｍ３で行う処理の関係は、お客様にて決定して頂く必要があります。

・Ｍコードシーケンスの詳細については「ＰＬＭＣユーザーズマニュアル(TB00-0810) 機能編
6-3-18. ＭＯＵＴ：Ｍコード出力」を参照下さい。

【処理】
・Ｍコードの値を読み込み、Ｍコードの値に応じて処理を行った後、ＭＦＩＮを返します。
尚、このとき、ＭＯＫを使用することにより、処理の成否をＰＬＭＣに通知しています。
サンプルの処理では、Ｍコードの値が０／１２７／２５５の値の時はＭコード要求（ＭＳＴ
ＲＢオン）から１０／５／０秒後にＭコード処理成功（ＭＯＫオン）でＭＦＩＮを返します。
それ以外のＭコードの値の時は、Ｍコード処理不成功（ＭＯＫオフ）でＭＦＩＮを返します。

１ ０ / ５ / ０ 秒

X_M0
：
X_M7

D_Mcd 読込

X_MSTRB

Y_MFIN

Y_MOK

LD_MSeq

LT_DLYM0
LT_DLYM127

０ 詰め

X_M7 ･･･ X_M0

X_MSTRB

Y_MFIN

Y_MOK (OFF)

＜タ イ ミ ングチャー ト ＞

D31 D15 D00

1/12701/25501 25600

LD_MSeq

LD_MSeq D_M Ｓ ｅ ｑ = D_Mcd ×１００＋１

25501 25600
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(５)．割り込み処理

【サンプルの目的】
・ＰＬＭＣからの入力のＯＮエッジでＦＡ－Ｍ３に対して割り込みを入れるサンプルです。

【処理】
・ＰＬＭＣからの入力（Ｒｏ１１：Ｘ□□□１６）の割り込み処理を定義しています。
割り込み処理では、割り込み処理を実行したことを知ることが出来るように、ＰＬＭＣへの
出力リレー（Ｒｉ１１：Ｙ□□□４８）をトグルでＯＮ／ＯＦＦしています。

(６)．ＰＴＰ移動コマンド

【サンプルの目的】
・このラダーは、ＰＬＭＣに対してＰＴＰ移動コマンドを発行するサンプルです。
ＰＬＭＣとＦＡ－Ｍ３の通信処理を使用しています。

【処理】
内部・入出力モジュールからの入力のＯＮエッジで、ＰＴＰ移動コマンドの発行要求リレー（

）をＯＮして、ＰＴＰ移動コマンドのデータ（移動軸／移動量）を設定しています。リレー
ＰＴＰ移動コマンドの発行要求リレーをＯＮすると、以降のラダーでＰＬＭＣに対してＰＴ
Ｐ移動コマンドを発行します。

・通信処理の詳細については、「５．通信処理」を参照下さい。

X_INTP
(Ro11:X□16)

Y_TOGGLE
(Ri11:Y□48)

＜タ イ ミ ングチャー ト ＞
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(７)．ダイナミックデータローディング（動作プログラム書込）

【サンプルの目的】
・ダイナミックデータローディング（ＤＤＬ）のサンプルです。
このラダーでは、ＰＬＭＣに対して動作プログラムの書き込みを行います。
ＣＦカードの読み込み／ＰＬＭＣとＦＡ－Ｍ３の通信処理を使用しています。

ダイナミックデータローディングとは、ＦＡ－Ｍ３のラダーからＰＬＭＣに対して動作プロ
グラムやパラメータなどのデータをローディングする機能です。
ダイナミックデータローディングを使うことにより、ラダーから状況に応じた運転プログラ
ムやデータをローディングする事ができます。

このサンプルでは４つのプログラムからの選択ですが、実際には、いろいろな種類のプログ
ラム（ＣＦカードの容量が許す限り）からの選択や、イーサーネットモジュール等の通信経
由からの選択等、ラダーを変更することによりいろいろな方法があります。

【処理】
・準備として、ＰＣでＣＦカードにプログラムファイルを保存して、メモリモジュールにこの
ＣＦカードを差し込んでおきます。

※ ＣＦカードにプログラムファイルを保存するには、ＰＣに接続するＣＦカードライター
が必要です。
実際の操作については、「PLMCデモンストレーション 第３部 ＤＤＬ(ダイナミックデ
ータローディング)の体験」(TB04-1337c)を参照下さい。

ラダーからは、このプログラムファイルをファイルレジスタに読み込み、ＰＬＭＣとＦＡ－
Ｍ３の通信処理の動作プログラム書込コマンドにてＰＬＭＣにローディングします。

ＣＦカードから読み込むファイルは、入出力モジュールの２ビットの入力（Ｉ＿ＦＳＥＬ０
／１）で０～３（Prog0000.dmp ～ Prog0003.dmp）の中から選択します。

ＣＦのルートディレクトリ
└ ＤＤＬディレクトリ

├ Prog0000.dmp ･･･ 選択番号０
├ Prog0001.dmp ･･･ 選択番号１
├ Prog0002.dmp ･･･ 選択番号２
└ Prog0003.dmp ･･･ 選択番号３

※ このディレクトリ名／ファイル名は、ラダーを変更することにより、
異なる名称を使用することができます。

・ラダーの詳細は以下の通りです。
①. Ｉ＿ＰＲＧＳＮＤ入力のＯＮエッジでＤＤＬローディング開始
②. 選択番号読み込み（Ｉ＿ＦＳＥＬ０／１入力）
③. ＣＦからのファイル読み込み要求リレー（I_CF_READSTR）セット

<ＣＦブロック>
・ＣＦのカレントディレクトリを「￥ＤＤＬ」に変更
・選択番号に対応したファイルの読み込み

④. プログラム送信要求リレー（I_SDAT_PROGRAM）セット
<COMMAINブロック>
・プログラム送信開始要求受付処理
・通信メイン処理

※ 通信処理の詳細については、「５．通信処理」を参照下さい。
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(８)．ＳＤカード運転プログラムダウンロード（動作プログラム書込）

【サンプルの目的】
・ＳＤカードを使用したダイナミックデータローディング（ＤＤＬ）のサンプルです。
ＰＬＭＣに対して動作プログラムの書き込みを行います。
ＳＤカードの読み込み／ＰＬＭＣとＦＡ－Ｍ３の通信処理を使用しています。

【注意】
・SDREADブロックには、SP66-4S/SP67-6S以前のＣＰＵモジュールには対応していない
命令を使用しています。(ダウンロード時にエラーになります。)
そのため、構成定義からSDREADブロックを外してあります。SDREADブロックを使用する
場合は、構成定義にSDREADブロックを設定して下さい。

【準備】
運転プログラムは事前にセッティングＰＣでバイナリデータに変換後、
ＳＤカードに保存しておきます。保存するディレクトリは、”DDL”固定にしています。
バイナリデータ運転プログラムを保存したＳＤカードをＣＰＵモジュールに
差し込みます。

ＳＤカードのルートディレクトリ
└ ”ＤＤＬ”ディレクトリ

├ Prog0000.dmp・・・バイナリデータ運転プログラム
├ Prog0001.dmp
└ Prog000a.dmp

ＳＤカードに保存するバイナリデータ運転プログラムのファイル名は、以下の
フォーマットで設定して下さい。

Prog□□□□
数字4桁(16進数)

<例> 指定する番号が1の場合
読み込むプログラム名：「Prog0001」
指定する番号が10の場合
読み込むプログラム名：「Prog000a」

※ ディレクトリ名／ファイル名は、ラダーを変更することにより、
異なる名称を使用することができます。

【処理】
・ラダーからは、ＳＤカードに保存してあるバイナリデータ運転プログラムファイルを
ファイルレジスタに読み込み、ＰＬＭＣとＦＡ－Ｍ３の通信処理の
動作プログラム書込コマンドにてＰＬＭＣにローディングします。

ＳＤカード読み込み要求リレー（I_SD_Start）をＯＮする事でＰＬＭＣに対して
動作プログラム読み込み要求を発行します。
ＳＤカードから読み込むファイルの番号は、I_SD_StartをＯＮする前に
I_PnoSel0～I_PnoSel7入力で選択しておきます。
本サンプルでは、入出力モジュールのＳＷにI_SD_StartとI_PnoSelは割り当てていません。
動作確認時は、WideField2で強制ＯＮや割り当ての変更を行って下さい。

・ラダーの詳細は以下の通りです。(SMPLMAINブロック)
①. I_SD_Start入力のＯＮエッジでＤＤＬローディング開始
②. 選択番号読み込み（I_PnoSel0～I_PnoSel7入力）
③. ＳＤカードからのファイル読み込み要求リレー（I_SD_ReadStart）セット

→ <SDREADブロック>
・選択番号に対応したファイルの読み込み

④. プログラム送信要求リレー（I_SDAT_PROGRAM）セット
→ <COMMAINブロック>
・プログラム送信開始要求受付処理
・通信メイン処理
※ 通信処理の詳細については、「５．通信処理」を参照下さい。
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(９)．動作プログラム読込

【サンプルの目的】
・このラダーは、ＰＬＭＣから動作プログラムの読み込みを行うサンプルです。
ＰＬＭＣとＦＡ－Ｍ３の通信処理を使用しています。

【処理】
・動作プログラム読み込み要求リレー（I_RDAT_PROGRAM）をＯＮする事でＰＬＭＣに対して動
作プログラム読み込み要求を発行します。
本サンプルでは入出力モジュールのＳＷにI_RDAT_PROGRAMをＯＮするＳＷを割り当てていま
せんので、そのままでは動作を確認することは出来ませんが、動作プログラム読み込み処理
を作成する際の参考にして下さい。

・通信処理の詳細については、「５．通信処理」を参照下さい。

(１０)．データリフレッシュ

【サンプルの目的】
・このラダーは、ＰＬＭＣとＦＡ－Ｍ３の通信処理のデータ読出の内でも常時更新（リフレ
ッシュ）する必要があるデータを自動的に更新するサンプルです。
このサンプルでは、他の通信要求がない（他に通信を行っていない）場合に、以下の４つの
データを交互に読み込みます。

・マクロ変数データ （DAT_VARIABLE）
・各軸ネグレクト状態データ （DAT_AXNEGLECT）
・各軸インターロック状態データ （DAT_AXINTLOCK）
・各軸サーボＯＮ／ＯＦＦ状態データ （DAT_AXSVONEN）

【処理】
・他の通信を行っていない場合（このサンプルでは、「(６).ＰＴＰ移動コマンド」「(７).動
作プログラム書込」「(９).動作プログラム読込」を行っていない時）、上記データの読込
を自動的に行います。

(１１)．固定データ領域ＲＥＡＤ／ＷＲＩＴＥ

【サンプルの目的】
・固定データ領域のデータを読み出すサンプルです。
本サンプルでは、ステータスデータの読出（ＲＥＡＤ）／機械パネルデータの書込（ＷＲＩ
ＴＥ）を行っています。
※ 機械パネルデータの作成は「(３)機械パネルＩ／Ｆデータ設定」で行っています

固定データ領域の詳細については、「ＰＬＭＣユーザーズマニュアル 機能編 ４－３.データ
レジスタ領域」を参照下さい。
又、各データの詳細については「標準ＰＬＭＣ対応 送受信データ説明書」を参照下さい。



TB00-0817.jtd－13

５．通信処理
５-１．概要

ＰＬＭＣの機能には動作コマンドやデータなどが非常に沢山あります。
しかし、ＰＡ－Ｍ３と受け渡しできるデータ容量には限りがあります。
ＰＬＭＣの機能を十分に活用するために、ＰＡ－Ｍ３とＰＬＭＣのデータ／コマンドの授受に
ラダー（X 01：COMREQ、Y ：COMACK）／特殊レジスタ（READ/WRITE）を使用したフラグ□□□ □□□３３
ハンドシェークで通信を行うことができます。
通信を行うことにより、データ容量の制限を改善する事ができます。

以降で本サンプルプログラムで作成した通信機能を御説明します。

５-２．構成

以下の３つの処理に分かれています。

通信開始要求セット処理

(６) 2-6 PTPｺﾏﾝﾄﾞ要求SmplMainﾌﾞﾛｯｸ ・送信コマンド／データ準備
(７) 2-6 動作ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ書込要求・各通信開始要求（内部リレー）

をオンする。

↓

通信開始要求受付処理

・各通信用のデータ準備
(６) 2-19 PTPｺﾏﾝﾄﾞ要求準備（通信メイン処理で使用する
(７) 2-20 動作ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ書込要求準備データの初期化）
(９) 2-21 動作ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ読込要求準備・通信メイン処理動作要求
(１０) 2-22 データリフレッシュ処理（内部リレー）オン

注１ﾘﾌﾚｯｼｭﾃﾞｰﾀ要求準備
↓ComMainﾌﾞﾛｯｸ

通信メイン処理

2-24・通信開始要求受付処理で設定
[注意]したデータを使用して、
通信メイン処理部は、ＰＬＭＣとのハンドシェーク
このままコピーして使用して通信を行う。
下さい。

※ 反転文字は、「４．ラダー処理」の説明の項番号と後述のラダーの参照ページを表しています。

注１
・マクロ変数データなど、常に更新する必要があるデータなどは、他の通信を行っていない
ときに自動的にリフレッシュ（データ読込）を行っています。

注２
・ＣｏｍＭａｉｎブロックでは、ＳｍｐｌＭａｉｎブロックからの通信要求リレーが複数同時
にオンしても正常に通信できるように、常に１つの通信だけを行うようにしています。
通信を行う優先順位は以下の通りです。

優先順位 高
・ＰＴＰコマンド要求
・動作プログラム書込要求
・動作プログラム読込要求
・リフレッシュ処理によるデータ読込

低
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５-３．通信開始要求受付処理詳細

本処理では通信メイン処理で使用するデータを初期化しています。
初期化しているデータは以下の通りです。
詳細は「ＰＬＭＣユーザーズマニュアル 機能編 ４．ＦＡ－Ｍ３インターフェース」
を参照下さい。

○ ＬＤ＿ＳＣｍｄ：通信種別
１：データ送信
２：データ受信
３：動作コマンド

○ ＬＤ＿ＳＴｙｐｅ：通信データタイプ
通信を行うデータ／コマンドの詳細を設定します。
通信種別毎にどのような値を設定でいるかが決まっています。
(例)

通信種別 ３：動作コマンド
通信データタイプ ＄１５：ＰＴＰ移動コマンド

○ ＬＤ＿ＳＰｒｍ：通信パラメータ
データ送受信の時の通信パラメータを設定します。
(例)

動作プログラム書込／読込の時はプログラム番号指定

○ ＬＤ＿ＳＡｌｌＳｉｚｅ；全送信データサイズ
送信するデータの数をＷＯＲＤ単位で設定します。
（データ受信指定時は０を設定）
データ数は「標準ＰＬＭＣ対応 送受信データ説明書」の各データの説明に記述されています。

○ ＬＤ＿ＰＤａｔ：データポインタ
[データ書込／動作指示コマンドの時]

特殊レジスタのデータ領域に書き込むデータの先頭デバイスへの参照を設定します。
通信メイン処理にてここで設定されたデバイスから「書込データサイズ」で指定された
データ数分のデータが書込データ領域に書き込まれます。（WRITEされます）

[データ読込の時]
特殊レジスタのデータ領域から読み込んだデータを書き込む先頭デバイスへの参照を
設定します。
通信メイン処理にてここで設定されたデバイスにデータ領域から読み込まれます。
（READされます）
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５-４．通信メイン処理詳細

本処理は、ＰＬＭＣとの通信の共通処理です。
サンプルのラダーをそのまま御使用下さい。

動作原理を理解しなくても使用できるように作成していますが、参考までに簡単に御説明いたし
ます。

＜概略＞
「５-３．通信開始要求受付処理詳細」で説明しているデータを使用して、ＰＬＭＣとの通信
を行います。
通信データ領域のサイズには制限があるため、送受信するデータサイズが大きいときは、
複数のパケットに分割して送受信することで対応しています。
１つのパケットの通信はY_COMREQ／X_COMACKリレーを使用したフラグハンドシェイクを行っ
ています。（下図）
ラダーでは、このパケット通信を送受信するデータを全て処理するまで繰り返しています。

＜１パケット送受信シーケンス図＞
ＦＡ－Ｍ３ ＰＬＭＣ

・X_COMACKオフ

・データ書込
・Y_COMREQオン

・データ読出
・通信要求に応じた処理を実行

データ送信要求
データ受信要求
動作コマンド要求

・データ書込
通信結果（ステータス）
データ受信要求時は、要求され
たデータ

・X_COMACKオン
・データ読出
・Y_COMREQオフ

・X_COMACKオフ

＜タ イ ミ ングチャー ト ＞

読

Ｐ Ｌ Ｍ Ｃ通信応答処理

書

Y_COMREQ

FA-M3データ処理
（READ/WRITE）

X_COMACK

Ｐ Ｌ Ｍ Ｃ通信処理
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 TB00-0817.jtd - SmplLadd

 ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ名  SMPLLADD

 CPU機種  F3SP28-3S

 ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾀｲﾄﾙ  サンプルラダープログラム

 実行ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ SMPLLADD

 ｺﾝﾌｨｷﾞｭﾚｰｼｮﾝ 設定

 ﾕｰｻﾞﾛｸﾞﾒｯｾｰｼﾞ  無し

 構成ﾌﾞﾛｯｸ

 ｾﾝｻCB  無し

   1 SMPLMAIN サンプルラダーメイン

   2 SDREAD  SDプログラム読み込み

   3 CF

   4 REFRESH

   5 COMMAIN  PLMCとのデータ通信ラダー
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回路：SMPLMAIN

(00001) (1) 入出力モジュール［ＷＤ６４－３Ｆ］からの入力 → ＰＬＭＣへの出力処理
X_IO_STA Y_MC_STA
RT   RT   

(00002) X00501 Y00263 
00001N スタート

入出力ﾓｼﾞ PLMC：ス 
ｭｰﾙ：スタ タート出 
ート入力 力       
X_IO_STO Y_MC_STO
P    P    

(00003) X00502 Y00260 
00003N ストップ

入出力ﾓｼﾞ PLMC：ス 
ｭｰﾙ：スト トップ出 
ップ入力 力       
X_IO_RES Y_MC_RES
ET   ET   

(00004) X00503 Y00259 
00005N リセット

入出力ﾓｼﾞ PLMC：リ 
ｭｰﾙ：リセ セット出 
ット入力 力       
X_IO_VCA Y_MC_VCA
MSON  MSON  

(00005) X00504 Y00255 電子ｶﾑｻｲｸﾙ停
00007N 止

入出力ﾓｼﾞ PLMC：電 
ｭｰﾙ：電子 子ｶﾑｻｲｸﾙ 
ｶﾑｻｲｸﾙ停 停止     
止       

(00006) (2) ＰＬＭＣからの入力 → 入出力モジュール［ＷＤ６４－３Ｆ］への出力処理
X_MC_REA Y_IO_REA
DY   DY   

(00007) X00231 Y00533 
00009N リセット

PLMC：REA 入出力ﾓｼﾞ
DY       ｭｰﾙ：READ

Y        
X_MC_ALA Y_IO_ALA
RM   RM   

(00008) X00229 Y00536 アラーム発生
00011N 中

PLMC：ア 入出力ﾓｼﾞ
ラーム   ｭｰﾙ：アラ

ーム     
X_MC_PAU Y_IO_PAU
SE   SE   

(00009) X00226 Y00535 
00013N 停止中

PLMC：停 入出力ﾓｼﾞ
止中     ｭｰﾙ：停止

中       
X_MC_INP Y_IO_INP
OS   OS   

(00010) X00228 Y00537 
00015N INPOS中

PLMC：INP 入出力ﾓｼﾞ
OS       ｭｰﾙ：INPO

S        
X_MC_RUN Y_IO_RUN

(00011) X00230 Y00534 プログラム運
00017N 転/軸移動中

PLMC：ﾌﾟﾛ 入出力ﾓｼﾞ
ｸﾞﾗﾑ実行 ｭｰﾙ：RUN 
中/軸移動
中       
X_MC_PRD Y_IO_PRD
Y    Y    

(00012) X00227 Y00538 プログラム実
00019N 行可

PLMC：プ 入出力ﾓｼﾞ
ログラム ｭｰﾙ：プロ
実行可   グラム実 

行可     
(00013) (3) 機械パネルＩ／Ｆデータ設定                                          
(00014) 使っていない信号は０詰め（ＯＦＦ）                          

M_Init I_MpCH2_ 
(00015) M00035 D00    CH1～8：０ク
00021N BSET 0 I 00257 4 リア

運転開始 機械ﾊﾟﾈﾙ 
時１スキ CH2 D00  
ャンＯＮ 
M_Always I_MpCH1_
ON   D00   

(00016) M00033 I00265 CH1 D00(×1)
00023N は常にON

常時ＯＮ 機械ﾊﾟﾈﾙ 
CH1 D00  

X_IO_MPH I_MpCH1_ 
AX0    D04    

(00017) PMOVX X00505 0 4 I 00269
入出力ﾓｼﾞ
ｭｰﾙ：機械
ﾊﾟﾈﾙ手パ D04    
軸選択   
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回路：SMPLMAIN

M_Always
ON   X_IO_MPO I_MpCH2_ 

(00018) M00033 VR0    D00    
00028N PMOVX X00509 0 4 I 00257

常時ＯＮ 入出力ﾓｼﾞ 機械ﾊﾟﾈﾙ 
ｭｰﾙ：機械 CH2 D00  
ﾊﾟﾈﾙｵｰﾊﾞｰ
ﾗｲﾄﾞ     

M_Always
ON   X_IO_MpM I_MpCH3_ 

(00019) M00033 ode0   D00    
00030N PMOVX X00521 0 7 I 00281

常時ＯＮ 入出力ﾓｼﾞ 機械ﾊﾟﾈﾙ 
ｭｰﾙ：機械 CH3 D00  
ﾊﾟﾈﾙ CH3 
D00      

M_Always
ON   X_IO_MpA I_MpCH4_ 

(00020) M00033 xsel0   D00    
00032N PMOVX X00513 0 8 I 00273

常時ＯＮ 入出力ﾓｼﾞ 機械ﾊﾟﾈﾙ 
ｭｰﾙ：機械 CH4 D00  
ﾊﾟﾈﾙ移動 
軸選択   

(00021) ※上位バイトに若い番号のチャンネルを設定する（ ＣＨ１<<８ | ＣＨ２）
(00022) (4) Ｍコード処理                                                        
(00023) Ｍコード実行要求受付                                            

X_MC_MST
RB   

(00024) X00225 LD_Mcd X_MC_M0  Ｍコード値取
00034N /D00001 = X00217  $FF 得

PLMC：MST Mコード番 PLMC：Ｍ 
RB       号       コード入 

力Ｄ０   
D_CalcWk LD_Mcd  Mｺｰﾄﾞｼｰｹﾝｽ番

(00025) D00097 = /D00001 * 100 号作成
乗算/除算 Mコード番
演算用WOR 号       
K領域    
LD_MSeq D_CalcWk 

(00026) /D00002 = D00097 + 1
Mコード実 乗算/除算
行シーケ 演算用WOR
ンス     K領域    

LD_MRun  無効Ｍコード
(00027) MOV 0 /D00003 検出準備

Mコード実
行フラグ 

(00028) Ｍ００シーケンス                                                
(00029) LD_MSeq LD_MRun  Ｍコード実行
00044N /D00002 = 1 MOV 1 /D00003 中

Mコード実 Mコード実
行シーケ 行フラグ 
ンス     

LT_DLYM0 10s 
(00030) TI M /T00001 0. 0ms 10秒ディレイ

MFINｵﾝﾃﾞｨ
ﾚｲﾀｲﾏｰ(10
secｶｳﾝﾀ) 

LT_DLYM0
/T00001 LD_MSeq  

(00031) MOV 25600 /D00002 Ｍコード完了
MFINｵﾝﾃﾞｨ Mコード実
ﾚｲﾀｲﾏｰ(10 行シーケ 
secｶｳﾝﾀ) ンス     

LD_MRes  
(00032) MOV 1 /D00004 正常終了

Mコード正
常終了フ 
ラグ     

(00033) Ｍ１２７シーケンス                                              
(00034) LD_MSeq LD_MRun  Ｍコード実行
00056N /D00002 = 12701 MOV 1 /D00003 中

Mコード実 Mコード実
行シーケ 行フラグ 
ンス     

LT_DLYM1 
27    5s 

(00035) TI M /T00002 0. 0ms 5秒ディレイ
MFINｵﾝﾃﾞｨ
ﾚｲﾀｲﾏｰ(5s
ecｶｳﾝﾀ)  

LT_DLYM1
27   

/T00002 LD_MSeq  
(00036) MOV 25600 /D00002 Ｍコード完了

MFINｵﾝﾃﾞｨ Mコード実
ﾚｲﾀｲﾏｰ(5s 行シーケ 
ecｶｳﾝﾀ)  ンス     

LD_MRes  
(00037) MOV 1 /D00004 正常終了

Mコード正
常終了フ 
ラグ     

(00038) Ｍ２５５シーケンス                                              
(00039) LD_MSeq LD_MRun  Ｍコード実行
00068N /D00002 = 25501 MOV 1 /D00003 中

Mコード実 Mコード実
行シーケ 行フラグ 
ンス     
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LD_MSeq  
(00040) MOV 25600 /D00002 Ｍコード完了

Mコード実
行シーケ 
ンス     
LD_MRes  

(00041) MOV 1 /D00004 正常終了
Mコード正
常終了フ 
ラグ     

(00042) 無効Ｍコード（ＮＧ）判別                                        
(00043) LD_MSeq LD_MRun LD_MRun  
00076N /D00002 <> 0 /D00003 = 0 MOV 1 /D00003

Mコード実 Mコード実 Mコード実
行シーケ 行フラグ 行フラグ 
ンス     

LD_MSeq  
(00044) MOV 25600 /D00002 Ｍコード完了

Mコード実
行シーケ 
ンス     
LD_MRes  

(00045) MOV 0 /D00004 異常終了
Mコード正
常終了フ 
ラグ     

(00046) Ｍコード処理完了通知処理（ＭＦＩＮ）                            
(00047) LD_MSeq LD_MRes Y_MC_MOK 
00085N /D00002 = 25600 /D00004 = 1 SET Y00258

Mコード実 Mコード正 PLMC：MOK
行シーケ 常終了フ 
ンス     ラグ     

LD_MRes Y_MC_MOK 
(00048) /D00004 = 0 RST Y00258

Mコード正 PLMC：MOK
常終了フ 
ラグ     

LD_MSeq  
(00049) I NC /D00002

Mコード実
行シーケ 
ンス     
Y_MC_MFI 

(00050) LD_MSeq N     
00096N /D00002 = 25601 SET Y00257 ＭＦＩＮオン

Mコード実 PLMC：MFI
行シーケ N        
ンス     

X_MC_MST
RB   Y_MC_MFI 

X00225 N     
(00051) RST Y00257 ＭＦＩＮオフ

PLMC：MST PLMC：MFI
RB       N        

LD_MSeq  Ｍコード処理
(00052) MOV 0 /D00002 完了

Mコード実
行シーケ 
ンス     

(00053) (5) 割り込み処理                                                        
(00054) X00232のＯＮエッジで割込                                        
(00055) 割込処理ではY00249をトグルでON／OFFしてＩＲＥＴする             

X_MC_INT 
(00056) P     
00106N I NTP X00216

PLMC：割 
込入力リ 
レー     

Y_MC_TOG
GLE   Y_MC_TOG 

(00057) Y00248 GLE    Y00249リレー
00107N RST Y00248 をトグル動作

PLMC：ト PLMC：ト 
グル出力 グル出力 
リレー   リレー   

Y_MC_TOG 
GLE    

(00058) SET Y00248
PLMC：ト 
グル出力 
リレー   

(00059)
00113N I RET
(00060) 通信要求設定                                                            
(00061) (6) X_IO_REQ_PTPのＯＮエッジでＰＴＰコマンド要求（内部リレー）ＯＮ

X_IO_REQ
_PTP  I_REQ_PT 

(00062) X00528 PSTART  ＰＴＰコマン
00114N SET I 00129 ド要求ＯＮ

入出力ﾓｼﾞ ＰＴＰコ 
ｭｰﾙ：PTP マンド要 
コマンド 求リレー 
発行     

L      0   
D_PtpS  ＰＴＰコマン

(00063) MOV $F D00513 ドデータ設定
ＰＴＰコ 
マンド   
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L      2   
D_PtpS  

(00064) MOV 100 D00513 Ｘ１００
ＰＴＰコ 
マンド   

L      4   
D_PtpS  

(00065) MOV 200 D00513 Ｙ２００
ＰＴＰコ 
マンド   

L      6   
D_PtpS  

(00066) MOV 300 D00513 Ｚ３００
ＰＴＰコ 
マンド   

L      8   
D_PtpS  

(00067) MOV 400 D00513 Ａ４００
ＰＴＰコ 
マンド   

(00068) (7) ＤＤＬプログラム(メモリ)ダウンロード                          
Y_IO_CFE

I_CF_ERR RR   
(00069) I00149 Y00547 ＣＦモジュー
00128N ルエラー出力

CF読込エ 入出力ﾓｼﾞ
ラー通知 ｭｰﾙ：CF読
リレー   込ｴﾗｰ発生

Y_IO_PRG
LD_DpgSe SND   

(00070) q    Y00546 ＤＤＬ処理中
00130N /D00005 <> 0 出力

DDLﾌﾟﾛｸﾞﾗ 入出力ﾓｼﾞ
ﾑﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ ｭｰﾙ：ﾒﾓﾘﾌ
ｼｰｹﾝｽ    ﾟﾛｸﾞﾗﾑ送 

信中     
X_IO_PRG
SND   LD_DpgSe LD_DncSe LD_DpgSe 

(00071) X00530 q    q    q     
00132N /D00005 = 0 /D00008 = 0 MOV 1 /D00005

入出力ﾓｼﾞ DDLﾌﾟﾛｸﾞﾗ DDLによる DDLﾌﾟﾛｸﾞﾗ
ｭｰﾙ：ﾒﾓﾘ ﾑﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ DNC運転シ ﾑﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ
運転ﾌﾟﾛｸﾞ ｼｰｹﾝｽ    ーケンス ｼｰｹﾝｽ    
ﾗﾑ送信   

(00072) ＣＦカードからプログラムデータ読み込み                    
LD_DpgSe X_IO_FSE D_DdlPSe 

(00073) q    L0    l     プログラム番
00139N /D00005 = 1 PMOV X00531 D00101 2 号設定

DDLﾌﾟﾛｸﾞﾗ 入出力ﾓｼﾞ DDLプログ
ﾑﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ ｭｰﾙ：ﾌﾟﾛｸ ラムファ 
ｼｰｹﾝｽ    ﾞﾗﾑﾌｧｲﾙ選 イル選択 

択       番号     
I_CF_REA 
DSTR   ファイル読出

(00074) SET I 00145 要求セット
CFﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ
読込開始 
要求リレ 
ー       
LD_DpgSe 
q     

(00075) I NC /D00005
DDLﾌﾟﾛｸﾞﾗ
ﾑﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ
ｼｰｹﾝｽ    

I_CF_REA
LD_DpgSe DDONE  I_CF_REA 

(00076) q    I00148 DSTR   ファイル読出
00146N /D00005 = 2 RST I 00145 要求リセット

DDLﾌﾟﾛｸﾞﾗ CF読込終 CFﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ
ﾑﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ 了通知リ 読込開始 
ｼｰｹﾝｽ    レー     要求リレ 

ー       
I_CF_ERR LD_DpgSe 
I00149 q     

(00077) MOV 0 /D00005
CF読込エ DDLﾌﾟﾛｸﾞﾗ
ラー通知 ﾑﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ
リレー   ｼｰｹﾝｽ    
I_CF_ERR LD_DpgSe 
I00149 q     

(00078) I NC /D00005
CF読込エ DDLﾌﾟﾛｸﾞﾗ
ラー通知 ﾑﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ
リレー   ｼｰｹﾝｽ    

(00079) ＰＬＭＣへプログラムデータ送信                            
LD_DpgSe I_SDAT_P 

(00080) q    ROGRAM  
00156N /D00005 = 3 SET I 00130

DDLﾌﾟﾛｸﾞﾗ 動作プロ 
ﾑﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ グラム送 
ｼｰｹﾝｽ    信要求リ 

レー     
L      

D_DpgSiz D_PrgSen 
eLW    dSzLW   

(00081) MOV D00102 D00104
DDLﾌﾟﾛｸﾞﾗ メモリ/DN
ﾑﾌｧｲﾙｻｲｽﾞ Cプログラ
(Low Word ム送信サ 
)        イズ     
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LD_DpgSe 
q     

(00082) I NC /D00005
DDLﾌﾟﾛｸﾞﾗ
ﾑﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ
ｼｰｹﾝｽ    

I_SDAT_P
LD_DpgSe ROGRAM LD_DpgSe 

(00083) q    I00130 q     
00163N /D00005 = 4 I NC /D00005

DDLﾌﾟﾛｸﾞﾗ 動作プロ DDLﾌﾟﾛｸﾞﾗ
ﾑﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ グラム送 ﾑﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ
ｼｰｹﾝｽ    信要求リ ｼｰｹﾝｽ    

レー     
LD_DpgSe LD_DpgSe 

(00084) q    q     
00166N /D00005 = 5 MOV 0 /D00005

DDLﾌﾟﾛｸﾞﾗ DDLﾌﾟﾛｸﾞﾗ
ﾑﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ ﾑﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ
ｼｰｹﾝｽ    ｼｰｹﾝｽ    

(00085) ＤＤＬプログラム(DNC)ダウンロード                                 
(00086) ※ 本処理(X_IO_DNCSN入力ｵﾝ)の実行前にDNC運転ﾓｰﾄﾞへの      
(00087) 変更を行い、プログラム実行も開始しておいて下さい。     

M_Always
ON   D_Status 

(00088) M00033 S     LD_Mode  動作モード取
00168N PMOVX D00769 8 4 /D00011 得

常時ＯＮ ステータ 動作モー 
スデータ ド現在値 

X_MC_ALA LI_DncRe
RM   X_MC_RUN ady   

(00089) X00229 X00230 LD_Mode /I00003 DNC実行可/不
00170N /D00011 = 4 可取得

PLMC：ア PLMC：ﾌﾟﾛ 動作モー DNC運転準
ラーム   ｸﾞﾗﾑ実行 ド現在値 備完／運 

中/軸移動 転中リレ 
中       ー       

LI_DncRe Y_IO_DNC
LD_DncSe ady   SND   

(00090) q    /I00003 Y00545 DNC送信中出 
00175N /D00008 <> 0 力

DDLによる DNC運転準 入出力ﾓｼﾞ
DNC運転シ 備完／運 ｭｰﾙ：DNCﾌ
ーケンス 転中リレ ﾟﾛｸﾞﾗﾑ送 

ー       信中     
LI_DncRe
ady   LD_DncSe 

/I00003 q     
(00091) MOV 0 /D00008 DNC送信中断

DNC運転準 DDLによる
備完／運 DNC運転シ
転中リレ ーケンス 
ー       

(00092) DNC送信開始要求受け付け処理                               
X_IO_DNC LI_DncRe
SND   LD_DpgSe LD_DncSe ady   

(00093) X00529 q    q    /I00003 
00182N /D00005 = 0 /D00008 = 0 >

入出力ﾓｼﾞ DDLﾌﾟﾛｸﾞﾗ DDLによる DNC運転準
ｭｰﾙ：DNCﾌ ﾑﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ DNC運転シ 備完／運 
ﾟﾛｸﾞﾗﾑ送 ｼｰｹﾝｽ    ーケンス 転中リレ 
信       ー       

LD_DncSe 
q     

(00094) > MOV 1 /D00008
DDLによる
DNC運転シ
ーケンス 
I_DNCCON 
TINUE   継続DNCﾃﾞｰﾀﾌ

(00095) RST I 00150 ﾗｸﾞｸﾘｱ
DNCデータ
送信/読込
継続リレ 
ー       

(00096) ＰＬＭＣのDNCバッファ空き容量取得                         
LD_DncSe I_RDAT_D 

(00097) q    NCBUF   DNCバッファ 
00193N /D00008 = 1 SET I 00134 状態受信要求

DDLによる DNCバッフ
DNC運転シ ァ状態受 
ーケンス 信要求リ 

レー     
LD_DncSe 
q     

(00098) I NC /D00008
DDLによる
DNC運転シ
ーケンス 

I_RDAT_D L      2   
LD_DncSe NCBUF  D_DncBuf 

(00099) q    I00134 D_CalcWk S     BYTE単位 -> 
00198N /D00008 = 2 D00097 = D01031 / 2 WORD単位

DDLによる DNCバッフ 乗算/除算 DNCバッフ
DNC運転シ ァ状態受 演算用WOR ァ状態   
ーケンス 信要求リ K領域    

レー     
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L      
LD_DncFr
eeSizeLW D_CalcWk 1024WORD(204

(00100) /D00009 = D00097  $FFFFFC00 8BYTE)でﾏｽｸ
DNCバッフ 乗算/除算
ァ空きサ 演算用WOR
イズ(WORD K領域    
単位)    

L      
LD_DncFr LD_DncSe 
eeSizeLW q     

(00101) /D00009 <= 0 MOV 1 /D00008
DNCバッフ DDLによる
ァ空きサ DNC運転シ
イズ(WORD ーケンス 
単位)    
L      
LD_DncFr LD_DncSe 
eeSizeLW q     

(00102) /D00009 > 0 I NC /D00008
DNCバッフ DDLによる
ァ空きサ DNC運転シ
イズ(WORD ーケンス 
単位)    

(00103) ＣＦカードからプログラムデータ読み込み                    
LD_DncSe I_CF_REA 

(00104) q    DDNC   DNCﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾌｧ
00212N /D00008 = 3 SET I 00146 ｲﾙ読出要求

DDLによる CFﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ
DNC運転シ 読込DNCフ
ーケンス ラグ     

L      
LD_DncFr D_DpgSiz 
eeSizeLW eLW    読出サイズ設

(00105) MOV /D00009 D00102 定
DNCバッフ DDLﾌﾟﾛｸﾞﾗ
ァ空きサ ﾑﾌｧｲﾙｻｲｽﾞ
イズ(WORD (Low Word
単位)    )        

LD_DncSe 
q     

(00106) I NC /D00008
DDLによる
DNC運転シ
ーケンス 

I_CF_REA
LD_DncSe DDONE  I_CF_REA 

(00107) q    I00148 DDNC   ファイル読出
00219N /D00008 = 4 RST I 00146 要求リセット

DDLによる CF読込終 CFﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ
DNC運転シ 了通知リ 読込DNCフ
ーケンス レー     ラグ     

I_CF_ERR LD_DncSe 
I00149 q     読出ｴﾗｰ or  

(00108) MOV 0 /D00008 全ﾃﾞｰﾀ読出
CF読込エ DDLによる
ラー通知 DNC運転シ
リレー   ーケンス 
L      
D_DpgSiz
eLW   

(00109) D00102 <= 0
DDLﾌﾟﾛｸﾞﾗ
ﾑﾌｧｲﾙｻｲｽﾞ
(Low Word
)        

L      
I_CF_ERR D_DpgSiz LD_DncSe 
I00149 eLW   q     

(00110) D00102 > 0 I NC /D00008
CF読込エ DDLﾌﾟﾛｸﾞﾗ DDLによる
ラー通知 ﾑﾌｧｲﾙｻｲｽﾞ DNC運転シ
リレー   (Low Word ーケンス 

)        
(00111) ＰＬＭＣへDNCプログラムデータ送信                         

L      
LD_DncSe D_DpgSiz D_PrgSen 

(00112) q    eLW    dSzLW   送信サイズ設
00234N /D00008 = 5 MOV D00102 D00104 定

DDLによる DDLﾌﾟﾛｸﾞﾗ メモリ/DN
DNC運転シ ﾑﾌｧｲﾙｻｲｽﾞ Cプログラ
ーケンス (Low Word ム送信サ 

)        イズ     
I_SDAT_D 
NCDATA  DNCﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ送

(00113) SET I 00135 信要求
DNCプログ
ラム送信 
要求リレ 
ー       
LD_DncSe 
q     

(00114) I NC /D00008
DDLによる
DNC運転シ
ーケンス 



2-7

 TB00-0817.jtd - SmplLadd

回路：SMPLMAIN

I_SDAT_D
LD_DncSe NCDATA LD_DncSe 

(00115) q    I00135 q     
00241N /D00008 = 6 I NC /D00008

DDLによる DNCプログ DDLによる
DNC運転シ ラム送信 DNC運転シ
ーケンス 要求リレ ーケンス 

ー       
LD_DncSe I_DNCCON 

(00116) q    TINUE   継続DNCﾃﾞｰﾀﾌ
00244N /D00008 = 7 SET I 00150 ﾗｸﾞｾｯﾄ

DDLによる DNCデータ
DNC運転シ 送信/読込
ーケンス 継続リレ 

ー       
LD_DncSe 
q     最初のｼｰｹﾝｽ 

(00117) MOV 1 /D00008 から再開
DDLによる
DNC運転シ
ーケンス 

(00118) マクロ変数書き込み（１ポイント）                                 
(00119) ※ LI_McrWriteはどこからもオンしていません。                     
(00120) 実行するにはWideFieldで強制オンして下さい。                   
(00121) マクロ変数書き込み開始処理                                

LI_McrWr L      0   
ite   D_McrWri 

(00122) /I00001 teS    マクロ変数番
00249N MOV 1099 D00523 号設定

マクロ変 マクロ変 
数書き込 数書き込 
み要求   みコマン 

ド       
L      2   

D_McrWri 
teS    マクロ変数設

(00123) MOV 100000 D00523 定値
マクロ変 
数書き込 
みコマン 
ド       
I_REQ_MC 
RWRITE  マクロ変数書

(00124) SET I 00132 き込み要求
マクロ変 
数書き込 
み要求リ 
レー     

(00125) マクロ変数書き込み完了処理                                
LI_McrWr I_REQ_MC
ite   RWRITE LI_McrWr 

(00126) /I00001 I00132 ite    
00257N RST /I 00001

マクロ変 マクロ変 マクロ変 
数書き込 数書き込 数書き込 
み要求   み要求リ み要求   

レー     
(00127) マクロ変数読み出し（１ポイント）                                 
(00128) ※ LI_McrReadはどこからもオンしていません。                      
(00129) 実行するにはWideFieldで強制オンして下さい。                   
(00130) マクロ変数読み出し開始処理                                

LI_McrRe
ad   D_McrRea 

(00131) /I00002 dNo    マクロ変数番
00260N MOV 1099 D00527 号設定

マクロ変 受信マク 
数読み出 ロ変数番 
し要求   号       

I_RDAT_M 
CRWRITE  マクロ変数読

(00132) SET I 00133 み出し要求
マクロ変 
数受信要 
求リレー 

(00133) マクロ変数書き込み完了処理                                
LI_McrRe I_RDAT_M L      
ad   CRWRITE D_McrRea LD_McrRe 

(00134) /I00002 I00133 dVal   adVal   読み出しマク
00266N MOV D00528 /D00006 ロ変数値転送

マクロ変 マクロ変 受信マク マクロ変 
数読み出 数受信要 ロ変数値 数読み出 
し要求   求リレー し値     

LI_McrRe 
ad    

(00135) RST /I 00002
マクロ変 
数読み出 
し要求   

(00136) //------------------------                                              
(00137) (8) SDカード運転プログラムダウンロード                           
(00138) ※ I_SD_Startはどこからもオンしていません。                      
(00139) 実行するにはWideFieldで強制オンして下さい。                   

LI_SD_RE
AD   

(00140) LD_SdSeq LD_SdSeq /I00005 SDｶｰﾄﾞ読み込
00272N 0 < /D00013 /D00013 <= 2 み中通知

SDカード SDカード SDﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ
処理ｼｰｹﾝｽ 処理ｼｰｹﾝｽ 読み込み 

中       
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LI_SD_SE
ND   

LD_SdSeq /I00006 SDﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ送 
(00141) 3 <= /D00013 信中通知

SDカード SDﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ
処理ｼｰｹﾝｽ PLMCへ送 

信中     
(00142) SDカード処理要求受付                                              

LI_SD_St
art   

(00143) /I00004 LD_SdSeq SD読み込みシ
00281N MOV 1 /D00013 ーケンス開始

SDカード SDカード 
からのP設 処理ｼｰｹﾝｽ
定開始要 
求       

(00144) SDからﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾃﾞｰﾀ読み出し                                          
LI_PnoSe D_SDRead 

(00145) LD_SdSeq l0    Pno    プログラム選
00284N /D00013 = 1 PMOV /I 00007 D01100 8 択番号取得

SDカード SD読込プ SDカード 
処理ｼｰｹﾝｽ ログラム 読み込み 

ファイル プログラ 
名選択   ム番号   

I_SD_Rea 
dStart  SD読み込み要

(00146) SET I 00161 求リレー
SDプログ 
ラム読み 
込み要求 
リレー   
LD_SdSeq 

(00147) I NC /D00013
SDカード 
処理ｼｰｹﾝｽ

I_SD_Rea
dDone  I_SD_Rea 

(00148) LD_SdSeq I00162 dStart  
00291N /D00013 = 2 RST I 00161 読み込み完了

SDカード SDプログ SDプログ 
処理ｼｰｹﾝｽ ラム読み ラム読み 

込み完了 込み要求 
リレー   

I_SD_Rea
dErr  
I00164 LD_SdSeq SD読み込みエ

(00149) MOV 0 /D00013 ラーで終了
SDﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ SDカード 
読み込みｴ 処理ｼｰｹﾝｽ
ﾗｰ       
I_SD_Rea
dErr  
I00164 LD_SdSeq 

(00150) I NC /D00013
SDﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ SDカード 
読み込みｴ 処理ｼｰｹﾝｽ
ﾗｰ       

(00151) PLMCへﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾃﾞｰﾀ送信                                              
I_SDAT_P 

(00152) LD_SdSeq ROGRAM2  ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ送信 
00301N /D00013 = 3 SET I 00136 要求

SDカード 動作プロ 
処理ｼｰｹﾝｽ グラム送 

信要求リ 
レー     

L      
D_SDWrit D_PrgSen 
eSize   dSzLW   読み込んだｻｲ

(00153) MOV D01101 D00104 ｽﾞを保存
ﾌｧｲﾙ読み メモリ/DN
出しﾃﾞｰﾀ Cプログラ
数       ム送信サ 

イズ     
LD_SdSeq 

(00154) I NC /D00013
SDカード 
処理ｼｰｹﾝｽ

I_SDAT_P
ROGRAM2 

(00155) LD_SdSeq I00136 LD_SdSeq ｼｰｹﾝｽ番号を0
00308N /D00013 = 4 MOV 0 /D00013 に

SDカード 動作プロ SDカード 
処理ｼｰｹﾝｽ グラム送 処理ｼｰｹﾝｽ

信要求リ 
レー     

(00156) //------------------------                                              
(00157) 通信コマンドによる実行プログラム番号選択                          
(00158) ※ LI_PrgSelはどこからもオンしていません。                       
(00159) 実行するにはWideFieldで強制オンして下さい。                   

LI_PrgSe
l    

(00160) /I00015 D_PnoS  実行するPNO 
00311N MOV 0 D01104 を1に指定

プログラ 実行ﾌﾟﾛｸﾞ
ム番号変 ﾗﾑ番号   
更要求   



2-9

 TB00-0817.jtd - SmplLadd

回路：SMPLMAIN

I_REQ_PR 
GSLCT   ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ番号 

(00161) SET I 00137 選択要求
実行ﾌﾟﾛｸﾞ
ﾗﾑ選択要 
求リレー 

LI_PrgSe I_REQ_PR
l    GSLCT  LI_PrgSe 

(00162) /I00015 I00137 l     
00317N RST /I 00015

プログラ 実行ﾌﾟﾛｸﾞ プログラ 
ム番号変 ﾗﾑ選択要 ム番号変 
更要求   求リレー 更要求   

(00163) //------------------------                                              
(00164) 通信コマンドによるプログラム実行開始要求                          
(00165) ※ LI_PrgStartはどこからもオンしていません。                     
(00166) 実行するにはWideFieldで強制オンして下さい。                   

LI_PrgSt
art   I_REQ_PR 

(00167) /I00016 GSTRT   ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ実行 
00320N SET I 00138 開始要求

プログラ プログラ 
ム実行開 ムスター 
始要求   ト要求リ 

レー     
LI_PrgSt I_REQ_PR
art   GSTRT  LI_PrgSt 

(00168) /I00016 I00138 art    
00323N RST /I 00016

プログラ プログラ プログラ 
ム実行開 ムスター ム実行開 
始要求   ト要求リ 始要求   

レー     
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デバイス一覧：SMPLMAIN

アドレス 信号名 Ｉ／Ｏコメント

X00216 X_MC_INTP PLMC：割込入力リレー
X00217 X_MC_M0 PLMC：Ｍコード入力Ｄ０
X00225 X_MC_MSTRB PLMC：MSTRB
X00226 X_MC_PAUSE PLMC：停止中
X00227 X_MC_PRDY PLMC：プログラム実行可
X00228 X_MC_INPOS PLMC：INPOS
X00229 X_MC_ALARM PLMC：アラーム
X00230 X_MC_RUN PLMC：ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ実行中/軸移動中
X00231 X_MC_READY PLMC：READY
X00501 X_IO_START 入出力ﾓｼﾞｭｰﾙ：スタート入力
X00502 X_IO_STOP 入出力ﾓｼﾞｭｰﾙ：ストップ入力
X00503 X_IO_RESET 入出力ﾓｼﾞｭｰﾙ：リセット入力
X00504 X_IO_VCAMSON 入出力ﾓｼﾞｭｰﾙ：電子ｶﾑｻｲｸﾙ停止
X00505 X_IO_MPHAX0 入出力ﾓｼﾞｭｰﾙ：機械ﾊﾟﾈﾙ手パ軸選択
X00509 X_IO_MPOVR0 入出力ﾓｼﾞｭｰﾙ：機械ﾊﾟﾈﾙｵｰﾊﾞｰﾗｲﾄﾞ
X00513 X_IO_MpAxsel0 入出力ﾓｼﾞｭｰﾙ：機械ﾊﾟﾈﾙ移動軸選択
X00521 X_IO_MpMode0 入出力ﾓｼﾞｭｰﾙ：機械ﾊﾟﾈﾙ CH3 D00
X00528 X_IO_REQ_PTP 入出力ﾓｼﾞｭｰﾙ：PTPコマンド発行
X00529 X_IO_DNCSND 入出力ﾓｼﾞｭｰﾙ：DNCﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ送信
X00530 X_IO_PRGSND 入出力ﾓｼﾞｭｰﾙ：ﾒﾓﾘ運転ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ送信
X00531 X_IO_FSEL0 入出力ﾓｼﾞｭｰﾙ：ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾌｧｲﾙ選択
Y00248 Y_MC_TOGGLE PLMC：トグル出力リレー
Y00255 Y_MC_VCAMSON PLMC：電子ｶﾑｻｲｸﾙ停止
Y00257 Y_MC_MFIN PLMC：MFIN
Y00258 Y_MC_MOK PLMC：MOK
Y00259 Y_MC_RESET PLMC：リセット出力
Y00260 Y_MC_STOP PLMC：ストップ出力
Y00263 Y_MC_START PLMC：スタート出力
Y00533 Y_IO_READY 入出力ﾓｼﾞｭｰﾙ：READY
Y00534 Y_IO_RUN 入出力ﾓｼﾞｭｰﾙ：RUN
Y00535 Y_IO_PAUSE 入出力ﾓｼﾞｭｰﾙ：停止中
Y00536 Y_IO_ALARM 入出力ﾓｼﾞｭｰﾙ：アラーム
Y00537 Y_IO_INPOS 入出力ﾓｼﾞｭｰﾙ：INPOS
Y00538 Y_IO_PRDY 入出力ﾓｼﾞｭｰﾙ：プログラム実行可
Y00545 Y_IO_DNCSND 入出力ﾓｼﾞｭｰﾙ：DNCﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ送信中
Y00546 Y_IO_PRGSND 入出力ﾓｼﾞｭｰﾙ：ﾒﾓﾘﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ送信中
Y00547 Y_IO_CFERR 入出力ﾓｼﾞｭｰﾙ：CF読込ｴﾗｰ発生
I00129 I_REQ_PTPSTART ＰＴＰコマンド要求リレー
I00130 I_SDAT_PROGRAM 動作プログラム送信要求リレー
I00132 I_REQ_MCRWRITE マクロ変数書き込み要求リレー
I00133 I_RDAT_MCRWRITE マクロ変数受信要求リレー
I00134 I_RDAT_DNCBUF DNCバッファ状態受信要求リレー
I00135 I_SDAT_DNCDATA DNCプログラム送信要求リレー
I00136 I_SDAT_PROGRAM2 動作プログラム送信要求リレー
I00137 I_REQ_PRGSLCT 実行ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ選択要求リレー
I00138 I_REQ_PRGSTRT プログラムスタート要求リレー
I00145 I_CF_READSTR CFﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ読込開始要求リレー
I00146 I_CF_READDNC CFﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ読込DNCフラグ
I00148 I_CF_READDONE CF読込終了通知リレー
I00149 I_CF_ERR CF読込エラー通知リレー
I00150 I_DNCCONTINUE DNCデータ送信/読込継続リレー
I00161 I_SD_ReadStart SDプログラム読み込み要求リレー
I00162 I_SD_ReadDone SDプログラム読み込み完了
I00164 I_SD_ReadErr SDﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ読み込みｴﾗｰ
I00257 I_MpCH2_D00 機械ﾊﾟﾈﾙ CH2 D00
I00265 I_MpCH1_D00 機械ﾊﾟﾈﾙ CH1 D00
I00269 I_MpCH1_D04 D04
I00273 I_MpCH4_D00 機械ﾊﾟﾈﾙ CH4 D00
I00281 I_MpCH3_D00 機械ﾊﾟﾈﾙ CH3 D00
M00033 M_AlwaysON 常時ＯＮ
M00035 M_Init 運転開始時１スキャンＯＮ
D00097 D_CalcWk 乗算/除算演算用WORK領域
D00101 D_DdlPSel DDLプログラムファイル選択番号
D00102 D_DpgSizeLW DDLﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾌｧｲﾙｻｲｽﾞ(Low Word)
D00104 D_PrgSendSzLW メモリ/DNCプログラム送信サイズ
D00513 D_PtpS ＰＴＰコマンド
D00515
D00517
D00519
D00521
D00523 D_McrWriteS マクロ変数書き込みコマンド
D00525
D00527 D_McrReadNo 受信マクロ変数番号
D00528 D_McrReadVal 受信マクロ変数値
D00769 D_StatusS ステータスデータ
D01033
D01100 D_SDReadPno SDカード読み込みプログラム番号
D01101 D_SDWriteSize ﾌｧｲﾙ読み出しﾃﾞｰﾀ数
D01104 D_PnoS 実行ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ番号
/I00001 LI_McrWrite マクロ変数書き込み要求
/I00002 LI_McrRead マクロ変数読み出し要求
/I00003 LI_DncReady DNC運転準備完／運転中リレー
/I00004 LI_SD_Start SDカードからのP設定開始要求
/I00005 LI_SD_READ SDﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ読み込み中
/I00006 LI_SD_SEND SDﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑPLMCへ送信中
/I00007 LI_PnoSel0 SD読込プログラムファイル名選択
/I00015 LI_PrgSel プログラム番号変更要求
/I00016 LI_PrgStart プログラム実行開始要求
/D00001 LD_Mcd Mコード番号
/D00002 LD_MSeq Mコード実行シーケンス
/D00003 LD_MRun Mコード実行フラグ
/D00004 LD_MRes Mコード正常終了フラグ
/D00005 LD_DpgSeq DDLﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞｼｰｹﾝｽ
/D00006 LD_McrReadVal マクロ変数読み出し値
/D00008 LD_DncSeq DDLによるDNC運転シーケンス
/D00009 LD_DncFreeSizeLW DNCバッファ空きサイズ(WORD単位)
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デバイス一覧：SMPLMAIN

アドレス 信号名 Ｉ／Ｏコメント

/D00011 LD_Mode 動作モード現在値
/D00013 LD_SdSeq SDカード処理ｼｰｹﾝｽ
/T00001 LT_DLYM0 MFINｵﾝﾃﾞｨﾚｲﾀｲﾏｰ(10secｶｳﾝﾀ)
/T00002 LT_DLYM127 MFINｵﾝﾃﾞｨﾚｲﾀｲﾏｰ(5secｶｳﾝﾀ)
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回路：SDREAD

(00001) *****SDカードからの運転プログラム読み込み処理 *****                     
M_Init 

(00002) M00035 LD_SDSeq ｼｰｹﾝｽ番号初 
00001N MOV 0 /D00001 期化

運転開始 SDカード 
時１スキ 読み込み 
ャンＯＮ シーケン 

ス       
LD_SDNam 
e     

(00003) MOV 0 /D00021
SDｶｰﾄﾞ名

LD_SDNam LD_SDNam 
e     e     

(00004) SCHN /D00021 "\\C" /D00021 SDｶｰﾄﾞ名
SDｶｰﾄﾞ名 SDｶｰﾄﾞ名
LD_SDNam LD_SDNam 
e     e     

(00005) SCHN /D00021 "AR" /D00021
SDｶｰﾄﾞ名 SDｶｰﾄﾞ名
LD_SDNam LD_SDNam 
e     e     

(00006) SCHN /D00021 "D1" /D00021
SDｶｰﾄﾞ名 SDｶｰﾄﾞ名

LD_SDDir 
Name   

(00007) MOV 0 /D00027 ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ名
ＤＤＬデ 
ィレクト 
リ名     

LD_SDDir LD_SDDir 
Name   Name   

(00008) SCHN /D00027 "\\D" /D00027
ＤＤＬデ ＤＤＬデ 
ィレクト ィレクト 
リ名     リ名     
LD_SDDir LD_SDDir 
Name   Name   

(00009) SCHN /D00027 "DL" /D00027
ＤＤＬデ ＤＤＬデ 
ィレクト ィレクト 
リ名     リ名     

LD_SDBas 
eName   ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾍﾞｰｽﾌ

(00010) MOV 0 /D00032 ｧｲﾙ名
DDLファイ
ルベース 
名       

LD_SDBas LD_SDBas 
eName   eName   

(00011) SCHN /D00032 "\\P" /D00032
DDLファイ DDLファイ
ルベース ルベース 
名       名       
LD_SDBas LD_SDBas 
eName   eName   

(00012) SCHN /D00032 "r o" /D00032
DDLファイ DDLファイ
ルベース ルベース 
名       名       
LD_SDBas LD_SDBas 
eName   eName   

(00013) SCHN /D00032 "g" /D00032
DDLファイ DDLファイ
ルベース ルベース 
名       名       

LD_SDExt 
NameMem  ﾒﾓﾘﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ拡

(00014) MOV 0 /D00045 張子名
DDLファイ
ル拡張子 
".DMP"  

LD_SDExt LD_SDExt 
NameMem  NameMem  

(00015) SCHN /D00045 ". d" /D00045
DDLファイ DDLファイ
ル拡張子 ル拡張子 
".DMP"  ".DMP"  
LD_SDExt LD_SDExt 
NameMem  NameMem  

(00016) SCHN /D00045 "mp" /D00045
DDLファイ DDLファイ
ル拡張子 ル拡張子 
".DMP"  ".DMP"  

I_SD_Rea
dStart I_SD_Rea 

(00017) I00161 dErr   
00032N RST I 00164

SDプログ SDﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ
ラム読み 読み込みｴ
込み要求 ﾗｰ       
リレー   

I_SD_Cmp 
DatErr  

(00018) RST I 00163
SDﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ
読出と書 
込比較ｴﾗｰ
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回路：SDREAD

D_SDRead 
ErrSts  

(00019) MOV 0 D01103
SDﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ
読み込みｴ
ﾗｰｽﾃｰﾀｽ  
LD_SDSeq 

(00020) MOV 1 /D00001
SDカード 
読み込み 
シーケン 
ス       

I_SD_Rea
dStart I_SD_Rea 

(00021) I00161 dDone   
00042N RST I 00162

SDプログ SDプログ 
ラム読み ラム読み 
込み要求 込み完了 
リレー   

LD_SDFil 
(00022) LD_SDSeq eName   読み込みファ
00044N /D00001 = 1 MOV 0 /D00050 イル名作成

SDカード 
読み込み 
シーケン 
ス       

LD_SDFil LD_SDNam LD_SDFil 
eName   e     eName   

(00023) SCHN /D00050 /D00021 /D00050
SDｶｰﾄﾞ名

LD_SDFil LD_SDDir LD_SDFil 
eName   Name   eName   

(00024) SCHN /D00050 /D00027 /D00050
ＤＤＬデ 
ィレクト 
リ名     

LD_SDFil LD_SDBas LD_SDFil 
eName   eName   eName   

(00025) SCHN /D00050 /D00032 /D00050
DDLファイ
ルベース 
名       
D_SDRead LD_TMP_P 
Pno    NO    

(00026) STR 2 D01100 /D00080
SDカード 
読み込み 
プログラ 
ム番号   

LD_SDFil LD_TMP_P LD_SDFil 
eName   NO    eName   

(00027) SCHN /D00050 /D00080 /D00050
LD_SDFil LD_SDExt LD_SDFil 
eName   NameMem  eName   

(00028) SCHN /D00050 /D00045 /D00050
DDLファイ
ル拡張子 
".DMP"  

LD_SDSeq 
(00029) I NC /D00001

SDカード 
読み込み 
シーケン 
ス       

LD_SDFil 
(00030) LD_SDSeq eName   ﾌｧｲﾙのpathを
00061N /D00001 = 2 TPARA 1 /D00050 0 0 指定

SDカード 
読み込み 
シーケン 
ス       

C      
LD_File_ 
ID    LD_SDSeq ファイルオー

(00031) FOPEN /D00003 0 0 I NC /D00001 プン
ファイル SDカード 
オープン 読み込み 
戻り値   シーケン 

ス       
LD_File_ LD_F2DBI 

(00032) LD_SDSeq ID   N_Prm   ﾀｲﾑｱｱｳﾄ時間(
00067N /D00001 = 3 /D00003 >= 0 MOV 0 /D00004 無限待ち)

SDカード ファイル ﾌｧｲﾙﾃﾞｰﾀt
読み込み オープン oﾃﾞﾊﾞｲｽ_ﾊ
シーケン 戻り値   ﾟﾗﾒｰﾀ    
ス       

1   
LD_File_ LD_F2DBI 
ID    N_Prm   

(00033) MOV /D00003 /D00004 ファイルＩＤ
ファイル ﾌｧｲﾙﾃﾞｰﾀt
オープン oﾃﾞﾊﾞｲｽ_ﾊ
戻り値   ﾟﾗﾒｰﾀ    
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回路：SDREAD

L      2   
LD_F2DBI 
N_Prm   読出ﾃﾞｰﾀ数(ﾌ

(00034) MOV -1 /D00004 ｧｲﾙ端まで)
ﾌｧｲﾙﾃﾞｰﾀt
oﾃﾞﾊﾞｲｽ_ﾊ
ﾟﾗﾒｰﾀ    

4   
LD_F2DBI 
N_Prm   読出ﾃﾞｰﾀ単位

(00035) MOV 1 /D00004 (BYTE)
ﾌｧｲﾙﾃﾞｰﾀt
oﾃﾞﾊﾞｲｽ_ﾊ
ﾟﾗﾒｰﾀ    

5   
LD_F2DBI 
N_Prm   ﾃﾞﾊﾞｲｽ格納単

(00036) MOV 1 /D00004 位(BYTE)
ﾌｧｲﾙﾃﾞｰﾀt
oﾃﾞﾊﾞｲｽ_ﾊ
ﾟﾗﾒｰﾀ    

6   
LD_F2DBI 
N_Prm   符号拡張(拡 

(00037) MOV 1 /D00004 張有り)
ﾌｧｲﾙﾃﾞｰﾀt
oﾃﾞﾊﾞｲｽ_ﾊ
ﾟﾗﾒｰﾀ    

L      7   
LD_F2DBI 
N_Prm   書込上限ﾜｰﾄﾞ

(00038) MOV 32768 /D00004 数(32767)
ﾌｧｲﾙﾃﾞｰﾀt
oﾃﾞﾊﾞｲｽ_ﾊ
ﾟﾗﾒｰﾀ    
LD_SDSeq 

(00039) I NC /D00001
SDカード 
読み込み 
シーケン 
ス       

LD_File_
ID   LD_SDSeq エラーシーケ

(00040) /D00003 < 0 MOV 20 /D00001 ンスへ
ファイル SDカード 
オープン 読み込み 
戻り値   シーケン 

ス       
LD_File_ D_SDRead 
ID    ErrSts  

(00041) MOV /D00003 D01103 ｴﾗｰｺｰﾄﾞ保存
ファイル SDﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ
オープン 読み込みｴ
戻り値   ﾗｰｽﾃｰﾀｽ  

C      
LD_F2DBI LD_F2DBI B_PrgBlk 

(00042) LD_SDSeq N_Ret   N_Prm   S     LD_SDSeq 
00094N /D00001 = 4 F2DBI N /D00013 /D00004 B00001 I NC /D00001

SDカード ﾌｧｲﾙﾃﾞｰﾀt ﾌｧｲﾙﾃﾞｰﾀt DDLプログ SDカード 
読み込み oﾃﾞﾊﾞｲｽ_ oﾃﾞﾊﾞｲｽ_ﾊ ラム送信 読み込み 
シーケン 戻り値   ﾟﾗﾒｰﾀ    バッファ シーケン 
ス       ス       

LD_F2DBI
(00043) LD_SDSeq N_Ret  LD_SDSeq エラーシーケ
00097N /D00001 = 5 /D00013 < 0 MOV 20 /D00001 ンスへ

SDカード ﾌｧｲﾙﾃﾞｰﾀt SDカード 
読み込み oﾃﾞﾊﾞｲｽ_ 読み込み 
シーケン 戻り値   シーケン 
ス       ス       

LD_F2DBI D_SDRead 
N_Ret   ErrSts  

(00044) MOV /D00013 D01103 ｴﾗｰｺｰﾄﾞ保存
ﾌｧｲﾙﾃﾞｰﾀt SDﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ
oﾃﾞﾊﾞｲｽ_ 読み込みｴ
戻り値   ﾗｰｽﾃｰﾀｽ  

L      1   
LD_F2DBI LD_F2DBI 
N_Ret  N_Ret   LD_Cal1  読出ﾃﾞｰﾀ数保

(00045) /D00013 = 0 MOV /D00013 /D00082 存
ﾌｧｲﾙﾃﾞｰﾀt ﾌｧｲﾙﾃﾞｰﾀt
oﾃﾞﾊﾞｲｽ_ oﾃﾞﾊﾞｲｽ_ 
戻り値   戻り値   

LD_SDSeq 
(00046) I NC /D00001

SDカード 
読み込み 
シーケン 
ス       

L      
(00047) LD_SDSeq LD_Cal1 LD_Cal1  読出書込ﾃﾞｰﾀ
00112N /D00001 = 6 /D00082 = /D00082 + 1 ｻｲｽﾞ比較

SDカード 
読み込み 
シーケン 
ス       

L      
LD_Cal1 LD_Cal1  

(00048) /D00082 = /D00082 / 2
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回路：SDREAD

L      3   L      1   
LD_F2DBI LD_F2DBI D_SDWrit 

LD_Cal1 N_Ret   N_Ret   eSize   読出ﾃﾞｰﾀｻｲｽﾞ
(00049) /D00082 = /D00013 MOV /D00013 D01101 (BYTE)

ﾌｧｲﾙﾃﾞｰﾀt ﾌｧｲﾙﾃﾞｰﾀt ﾌｧｲﾙ読み 
oﾃﾞﾊﾞｲｽ_ oﾃﾞﾊﾞｲｽ_ 出しﾃﾞｰﾀ 
戻り値   戻り値   数       

LD_SDSeq 
(00050) I NC /D00001

SDカード 
読み込み 
シーケン 
ス       

L      3   
LD_F2DBI I_SD_Cmp 

LD_Cal1 N_Ret   DatErr  読出と書込比
(00051) /D00082 <> /D00013 SET I 00163 較ｴﾗｰ

ﾌｧｲﾙﾃﾞｰﾀt SDﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ
oﾃﾞﾊﾞｲｽ_ 読出と書 
戻り値   込比較ｴﾗｰ

LD_SDSeq 
(00052) MOV 20 /D00001

SDカード 
読み込み 
シーケン 
ス       

C      
LD_FCLOS LD_File_ 

(00053) LD_SDSeq E_Ret   ID    LD_SDSeq 読み込み処理
00131N /D00001 = 7 FCLOSE /D00018 0 /D00003 MOV 21 /D00001 完了

SDカード ﾌｧｲﾙｸﾛｰｽﾞ ファイル SDカード 
読み込み _戻り値  オープン 読み込み 
シーケン 戻り値   シーケン 
ス       ス       

(00054) SDカード処理完了                                                        
I_SD_Rea 

(00055) LD_SDSeq dErr   ｴﾗｰﾌﾗｸﾞをた 
00134N /D00001 = 20 SET I 00164 てる

SDカード SDﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ
読み込み 読み込みｴ
シーケン ﾗｰ       
ス       

LD_SDSeq 
(00056) I NC /D00001

SDカード 
読み込み 
シーケン 
ス       
I_SD_Rea 

(00057) LD_SDSeq dDone   読み込み処理
00139N /D00001 = 21 SET I 00162 完了

SDカード SDプログ 
読み込み ラム読み 
シーケン 込み完了 
ス       

LD_SDSeq 
(00058) MOV 0 /D00001

SDカード 
読み込み 
シーケン 
ス       
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デバイス一覧：SDREAD

アドレス 信号名 Ｉ／Ｏコメント

I00161 I_SD_ReadStart SDプログラム読み込み要求リレー
I00162 I_SD_ReadDone SDプログラム読み込み完了
I00163 I_SD_CmpDatErr SDﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ読出と書込比較ｴﾗｰ
I00164 I_SD_ReadErr SDﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ読み込みｴﾗｰ
M00035 M_Init 運転開始時１スキャンＯＮ
D01100 D_SDReadPno SDカード読み込みプログラム番号
D01101 D_SDWriteSize ﾌｧｲﾙ読み出しﾃﾞｰﾀ数
D01103 D_SDReadErrSts SDﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ読み込みｴﾗｰｽﾃｰﾀｽ
B00001 B_PrgBlkS DDLプログラム送信バッファ
/D00001 LD_SDSeq SDカード読み込みシーケンス
/D00003 LD_File_ID ファイルオープン戻り値
/D00004 LD_F2DBIN_Prm ﾌｧｲﾙﾃﾞｰﾀtoﾃﾞﾊﾞｲｽ_ﾊﾟﾗﾒｰﾀ
/D00005
/D00006
/D00008
/D00009
/D00010
/D00011
/D00013 LD_F2DBIN_Ret ﾌｧｲﾙﾃﾞｰﾀtoﾃﾞﾊﾞｲｽ_戻り値
/D00014
/D00016
/D00018 LD_FCLOSE_Ret ﾌｧｲﾙｸﾛｰｽﾞ_戻り値
/D00021 LD_SDName SDｶｰﾄﾞ名
/D00027 LD_SDDirName ＤＤＬディレクトリ名
/D00032 LD_SDBaseName DDLファイルベース名
/D00045 LD_SDExtNameMem DDLファイル拡張子 ".DMP"
/D00050 LD_SDFileName
/D00080 LD_TMP_PNO
/D00082 LD_Cal1
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回路：CF

(00001) ***** メモリカードモジュールからのＤＤＬプログラム読み込み処理 *****    
(00002) 起動時内部データ初期化                                                  

M_Init 
(00003) M00035 LD_Seq  
00001N MOV 0 /D00001

運転開始 ラダー読 
時１スキ 込シーケ 
ャンＯＮ ンス     
M_Init LD_DirNa 

(00004) M00035 me    ディレクトリ
00003N MOV 0 /D00002 名初期化

運転開始 ＤＤＬデ 
時１スキ ィレクト 
ャンＯＮ リ名   "\

DDL"     
LD_DirNa LD_DirNa 
me    me    

(00005) SCHN /D00002 "\\D" /D00002
ＤＤＬデ ＤＤＬデ 
ィレクト ィレクト 
リ名   "\ リ名   "\
DDL"     DDL"     
LD_DirNa LD_DirNa 
me    me    

(00006) SCHN /D00002 "DL" /D00002
ＤＤＬデ ＤＤＬデ 
ィレクト ィレクト 
リ名   "\ リ名   "\
DDL"     DDL"     

M_Init LD_BaseN 
(00007) M00035 ame    ﾒﾓﾘ/DNCﾌﾟﾛｸﾞ
00010N MOV 0 /D00012 ﾗﾑﾍﾞｰｽﾌｧｲﾙ名

運転開始 DDLファイ
時１スキ ルベース 
ャンＯＮ 名  "Prog

"        
LD_BaseN LD_BaseN 
ame    ame    

(00008) SCHN /D00012 "Pr " /D00012
DDLファイ DDLファイ
ルベース ルベース 
名  "Prog 名  "Prog
"        "        
LD_BaseN LD_BaseN 
ame    ame    

(00009) SCHN /D00012 "og" /D00012
DDLファイ DDLファイ
ルベース ルベース 
名  "Prog 名  "Prog
"        "        

M_Init LD_ExtNa 
(00010) M00035 meMem   ﾒﾓﾘﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ拡
00017N MOV 0 /D00025 張子名

運転開始 DDLファイ
時１スキ ル拡張子 
ャンＯＮ ".DMP"  

LD_ExtNa LD_ExtNa 
meMem   meMem   

(00011) SCHN /D00025 ". D" /D00025
DDLファイ DDLファイ
ル拡張子 ル拡張子 
".DMP"  ".DMP"  
LD_ExtNa LD_ExtNa 
meMem   meMem   

(00012) SCHN /D00025 "MP" /D00025
DDLファイ DDLファイ
ル拡張子 ル拡張子 
".DMP"  ".DMP"  

M_Init LD_ExtNa 
(00013) M00035 meDnc   DNCﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ拡
00024N MOV 0 /D00030 張子名

運転開始 DDLファイ
時１スキ ル拡張子 
ャンＯＮ ".DDP"  

LD_ExtNa LD_ExtNa 
meDnc   meDnc   

(00014) SCHN /D00030 ". D" /D00030
DDLファイ DDLファイ
ル拡張子 ル拡張子 
".DDP"  ".DDP"  
LD_ExtNa LD_ExtNa 
meDnc   meDnc   

(00015) SCHN /D00030 "DP" /D00030
DDLファイ DDLファイ
ル拡張子 ル拡張子 
".DDP"  ".DDP"  

(00016) コマンド発行リレー共通化                                                
LI_CF_CM Y_CF_CMD
DREQ0  REQ   

(00017) /I00002 Y00433 
00031N

コマンド CFﾓｼﾞｭｰﾙ 
実行要求( ：ｺﾏﾝﾄﾞ実
ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ変 行要求   
更)      
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回路：CF

LI_CF_CM
DREQ1  
/I00003 

(00018)
コマンド 
実行要求(
ﾌｧｲﾙ読込)

(00019) メモリモジュール状態取得                                                
X_CF_CMD X_CF_CMD X_CF_CMD X_CF_CMD X_CF_LAD X_CF_INI X_CF_ALA LI_CfRea
READY  ACT   DONE  ERR   MODE  T    X_CF_PWR RM   dReady 

(00020) X00401 X00402 X00403 X00404 X00405 X00406 X00407 X00408 /I00001 メモリモジュ
00034N ール状態ﾁｪｯｸ

CFﾓｼﾞｭｰﾙ CFﾓｼﾞｭｰﾙ CFﾓｼﾞｭｰﾙ CFﾓｼﾞｭｰﾙ CFﾓｼﾞｭｰﾙ CFﾓｼﾞｭｰﾙ CFﾓｼﾞｭｰﾙ CFﾓｼﾞｭｰﾙ CF読込可
：ｺﾏﾝﾄﾞ実 ：ｺﾏﾝﾄﾞ実 ：ｺﾏﾝﾄﾞ実 ：ｺﾏﾝﾄﾞ実 ：ラダー ：初期化 ：ラダー ：ラダー 
行可     行中     行完     行ｴﾗｰ    アクセス 正常     アクセス アクセス 

モード   モード   モード   
(00021) カレントディレクトリ移動                                                

LI_CF_MO X_CF_CMD X_CF_CMD
VEDIR  ERR   READY  

(00022) /I00004 X00404 X00401 
00043N WRI TE $60 4 1 1 CDコマンド

カレント CFﾓｼﾞｭｰﾙ CFﾓｼﾞｭｰﾙ 
ディレク ：ｺﾏﾝﾄﾞ実 ：ｺﾏﾝﾄﾞ実
トリ移動 行ｴﾗｰ    行可     
要求     

LD_DirNa LD_FileN 
me    Len    

(00023) SLEN /D00002 /D00055
ＤＤＬデ ファイル 
ィレクト 名文字数 
リ名   "\
DDL"     

LD_FileN LD_FileN 
Len   Len    終端文字($0)

(00024) /D00055 = /D00055 + 1 数の加算
ファイル ファイル 
名文字数 名文字数 

LD_FileN 
D_CalcWk Len    Word文字列長

(00025) D00097 = /D00055 / 2 計算
乗算/除算 ファイル 
演算用WOR 名文字数 
K領域    

1   
LD_FileN
LenW  D_CalcWk 余りは切り上

(00026) /D00056 = D00097 + D_ D00097 げ
ファイル 乗算/除算 乗算/除算
名ＷＯＲ 演算用WOR 演算用WOR
Ｄ数     K領域    K領域    

LD_DirNa LD_FileN 
me    LenW   移動ディレク

(00027) WRI TE /D00002 4 11 /D00056 トリ名書込
ＤＤＬデ ファイル 
ィレクト 名ＷＯＲ 
リ名   "\ Ｄ数     
DDL"     

LI_CF_CM 
DREQ0   

(00028) SET /I 00002
コマンド 
実行要求(
ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ変
更)      

LI_CF_CM Y_CF_CMD X_CF_CMD
DREQ0  REQ   DONE  LI_CF_CM 

(00029) /I00002 Y00433 X00403 DREQ0   
00061N RST /I 00002

コマンド CFﾓｼﾞｭｰﾙ CFﾓｼﾞｭｰﾙ コマンド 
実行要求( ：ｺﾏﾝﾄﾞ実 ：ｺﾏﾝﾄﾞ実 実行要求(
ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ変 行要求   行完     ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ変
更)      更)      
LI_CF_MO
VEDIR  
/I00004 

(00030)
カレント 
ディレク 
トリ移動 
要求     
LI_CF_MO LI_CF_CM Y_CF_CMD X_CF_CMD
VEDIR  DREQ0  REQ   DONE  LI_CF_MO 

(00031) /I00004 /I00002 Y00433 X00403 VEDIR   
00066N RST /I 00004

カレント コマンド CFﾓｼﾞｭｰﾙ CFﾓｼﾞｭｰﾙ カレント 
ディレク 実行要求( ：ｺﾏﾝﾄﾞ実 ：ｺﾏﾝﾄﾞ実 ディレク 
トリ移動 ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ変 行要求   行完     トリ移動 
要求     更)      要求     

(00032) ファイル読み込み                                                        
LI_CF_RE X_CF_CMD X_CF_CMD
ADFILE ERR   READY  

(00033) /I00005 X00404 X00401 コマンド（dl
00071N WRI TE $20 4 1 1 oad）

ファイル CFﾓｼﾞｭｰﾙ CFﾓｼﾞｭｰﾙ 
読み込み ：ｺﾏﾝﾄﾞ実 ：ｺﾏﾝﾄﾞ実
要求     行ｴﾗｰ    行可     

ＣＰＵスロッ
(00034) WRI TE 1 4 2 1 ト

デバイス種類
(00035) WRI TE $42 4 3 1 （Ｂ）
(00036) WRI TE 0 4 4 1 予約



 2-19

 TB00-0817.jtd - SmplLadd

回路：CF

先頭デバイス
(00037) WRI TE 1 4 5 1 番号

先頭デバイス
(00038) WRI TE 0 4 6 1 番号

D_DpgSiz 
eLW    読込デバイス

(00039) WRI TE D00102 4 7 1 数(L WORD)
DDLﾌﾟﾛｸﾞﾗ
ﾑﾌｧｲﾙｻｲｽﾞ
(Low Word
)        
D_DpgSiz 
eHW    読込デバイス

(00040) WRI TE D00103 4 8 1 数(H WORD)
DDLﾌﾟﾛｸﾞﾗ
ﾑﾌｧｲﾙｻｲｽﾞ
(High Wor
d)       
LD_ROfsL 
W     読込オフセッ

(00041) WRI TE /D00057 4 9 1 ト(L WORD)
ファイル 
読み込み 
開始オフ 
セット   
LD_ROfsH 
W     読込オフセッ

(00042) WRI TE /D00058 4 10 1 ト(H WORD)
(2word

)        
LD_FileN LD_FileN 
ame    Len    文字列長取得

(00043) SLEN /D00035 /D00055 (Byte)
DDLファイ ファイル 
ル名  "Pr 名文字数 
ogNNNN.DM
P"       

LD_FileN LD_FileN 
Len   Len    終端文字($0)

(00044) /D00055 = /D00055 + 1 数の加算
ファイル ファイル 
名文字数 名文字数 

LD_FileN 
D_CalcWk Len    Word文字列長

(00045) D00097 = /D00055 / 2 計算
乗算/除算 ファイル 
演算用WOR 名文字数 
K領域    

1   
LD_FileN
LenW  D_CalcWk 余りは切り上

(00046) /D00056 = D00097 + D_ D00097 げ
ファイル 乗算/除算 乗算/除算
名ＷＯＲ 演算用WOR 演算用WOR
Ｄ数     K領域    K領域    

LD_FileN LD_FileN 
ame    LenW   読込ファイル

(00047) WRI TE /D00035 4 11 /D00056 名書込
DDLファイ ファイル 
ル名  "Pr 名ＷＯＲ 
ogNNNN.DM Ｄ数     
P"       

LI_CF_CM 
DREQ1   

(00048) SET /I 00003
コマンド 
実行要求(
ﾌｧｲﾙ読込)

LI_CF_CM Y_CF_CMD X_CF_CMD
DREQ1  REQ   DONE  LI_CF_CM 

(00049) /I00003 Y00433 X00403 DREQ1   
00107N RST /I 00003

コマンド CFﾓｼﾞｭｰﾙ CFﾓｼﾞｭｰﾙ コマンド 
実行要求( ：ｺﾏﾝﾄﾞ実 ：ｺﾏﾝﾄﾞ実 実行要求(
ﾌｧｲﾙ読込) 行要求   行完     ﾌｧｲﾙ読込)
LI_CF_RE
ADFILE 
/I00005 

(00050)
ファイル 
読み込み 
要求     
LI_CF_RE LI_CF_CM Y_CF_CMD X_CF_CMD
ADFILE DREQ1  REQ   DONE  D_DpgSiz 

(00051) /I00005 /I00003 Y00433 X00403 eLW    読出ﾃﾞｰﾀｻｲｽﾞ
00112N READ 4 125 D00102 1 取得

ファイル コマンド CFﾓｼﾞｭｰﾙ CFﾓｼﾞｭｰﾙ DDLﾌﾟﾛｸﾞﾗ
読み込み 実行要求( ：ｺﾏﾝﾄﾞ実 ：ｺﾏﾝﾄﾞ実 ﾑﾌｧｲﾙｻｲｽﾞ
要求     ﾌｧｲﾙ読込) 行要求   行完     (Low Word

)        
D_DpgSiz 
eHW    

(00052) READ 4 126 D00103 1
DDLﾌﾟﾛｸﾞﾗ
ﾑﾌｧｲﾙｻｲｽﾞ
(High Wor
d)       
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回路：CF

LI_CF_RE 
ADFILE  

(00053) RST /I 00005
ファイル 
読み込み 
要求     

(00054) プログラム読み込み開始要求                                              
I_CF_REA
DSTR  LD_ErrCm 

(00055) I00145 d     エラー情報初
00122N MOV 0 /D00059 期化

CFﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ エラー発 
読込開始 生時のコ 
要求リレ マンド   
ー       
I_CF_REA
DDNC  LD_ErrCo 
I00146 de    

(00056) MOV 0 /D00060
CFﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ エラーコ 
読込DNCフ ード     
ラグ     

LD_WrnCo 
de    

(00057) MOV 0 /D00061
ワーニン 
グコード 
I_CF_ERR 

(00058) RST I 00149
CF読込エ 
ラー通知 
リレー   

I_CF_REA L      
DSTR  LD_ROfsL 
I00145 W     読み込み開始

(00059) MOV 0 /D00057 ｵﾌｾｯﾄｸﾘｱ
CFﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ファイル 
読込開始 読み込み 
要求リレ 開始オフ 
ー       セット   
I_DNCCON
TINUE  
I00150 

(00060)
DNCデータ
送信/読込
継続リレ 
ー       
I_CF_REA
DSTR  D_DpgSiz 
I00145 eLW    読み込みサイ

(00061) MOV $7FFF D00102 ズ初期化
CFﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ DDLﾌﾟﾛｸﾞﾗ
読込開始 ﾑﾌｧｲﾙｻｲｽﾞ
要求リレ (Low Word
ー       )        

D_DpgSiz 
eHW    

(00062) MOV 0 D00103
DDLﾌﾟﾛｸﾞﾗ
ﾑﾌｧｲﾙｻｲｽﾞ
(High Wor
d)       

LI_CfRea
dReady 
/I00001 LD_Seq  

(00063) MOV 100 /D00001
CF読込可 ラダー読 

込シーケ 
ンス     

LI_CfRea
dReady 
/I00001 LD_Seq  

(00064) MOV 1 /D00001
CF読込可 ラダー読 

込シーケ 
ンス     

(00065) ファイル読み込みシーケンス完了処理                                      
I_CF_REA I_CF_REA
DSTR  DDNC  I_CF_REA 

(00066) I00145 I00146 DDONE   
00150N RST I 00148

CFﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ CFﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ CF読込終 
読込開始 読込DNCフ 了通知リ 
要求リレ ラグ     レー     
ー       

(00067) ファイル読み込みシーケンス                                              
I_CF_REA
DDNC  LI_CF_MO 

(00068) LD_Seq I00146 VEDIR   ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ移動 
00153N /D00001 = 1 SET /I 00004 要求

ラダー読 CFﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ カレント 
込シーケ 読込DNCフ ディレク 
ンス     ラグ     トリ移動 

要求     
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回路：CF

I_DNCCON
TINUE  
I00150 

(00069)
DNCデータ
送信/読込
継続リレ 
ー       

LI_CF_MO X_CF_CMD
VEDIR  ERR   
/I00004 X00404 LD_Seq  

(00070) MOV 100 /D00001
カレント CFﾓｼﾞｭｰﾙ ラダー読 
ディレク ：ｺﾏﾝﾄﾞ実 込シーケ 
トリ移動 行ｴﾗｰ    ンス     
要求     

X_CF_CMD
ERR   
X00404 LD_Seq  

(00071) I NC /D00001
CFﾓｼﾞｭｰﾙ ラダー読 
：ｺﾏﾝﾄﾞ実 込シーケ 
行ｴﾗｰ    ンス     

LD_FileN 
(00072) LD_Seq ame    読み込みﾌｧｲﾙ
00168N /D00001 = 2 MOV 0 /D00035 名作成

ラダー読 DDLファイ
込シーケ ル名  "Pr
ンス     ogNNNN.DM

P"       
LD_FileN LD_BaseN LD_FileN 
ame    ame    ame    

(00073) SCHN /D00035 /D00012 /D00035
DDLファイ DDLファイ DDLファイ
ル名  "Pr ルベース ル名  "Pr
ogNNNN.DM名  "Prog ogNNNN.DM
P"       "        P"       

I_CF_REA
DDNC  D_DdlPSe LD_PrgSN 
I00146 l     o     

(00074) STR 2 D00101 /D00022
CFﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ DDLプログ プログラ 
読込DNCフ ラムファ ム番号(16
ラグ     イル選択 進文字列"

番号     NNNN")   
LD_FileN LD_PrgSN LD_FileN 
ame    o     ame    

(00075) SCHN /D00035 /D00022 /D00035
DDLファイ プログラ DDLファイ
ル名  "Pr ム番号(16 ル名  "Pr
ogNNNN.DM進文字列" ogNNNN.DM
P"       NNNN")   P"       
LD_FileN LD_ExtNa LD_FileN 
ame    meMem   ame    

(00076) SCHN /D00035 /D00025 /D00035
DDLファイ DDLファイ DDLファイ
ル名  "Pr ル拡張子 ル名  "Pr
ogNNNN.DM ".DMP"  ogNNNN.DM
P"       P"       

I_CF_REA
DDNC  LD_FileN LD_FileN 
I00146 ame    ame    

(00077) SCHN /D00035 "DN" /D00035
CFﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ DDLファイ DDLファイ
読込DNCフ ル名  "Pr ル名  "Pr
ラグ     ogNNNN.DM ogNNNN.DM

P"       P"       
LD_FileN LD_FileN 
ame    ame    

(00078) SCHN /D00035 "C" /D00035
DDLファイ DDLファイ
ル名  "Pr ル名  "Pr
ogNNNN.DM ogNNNN.DM
P"       P"       
LD_FileN LD_ExtNa LD_FileN 
ame    meDnc   ame    

(00079) SCHN /D00035 /D00030 /D00035
DDLファイ DDLファイ DDLファイ
ル名  "Pr ル拡張子 ル名  "Pr
ogNNNN.DM ".DDP"  ogNNNN.DM
P"       P"       

LI_CF_RE 
ADFILE  ﾌｧｲﾙ読み込み

(00080) SET /I 00005 要求
ファイル 
読み込み 
要求     

LI_CF_RE X_CF_CMD
ADFILE ERR   
/I00005 X00404 LD_Seq  

(00081) MOV 100 /D00001
ファイル CFﾓｼﾞｭｰﾙ ラダー読 
読み込み ：ｺﾏﾝﾄﾞ実 込シーケ 
要求     行ｴﾗｰ    ンス     

X_CF_CMD
ERR   
X00404 LD_Seq  

(00082) I NC /D00001
CFﾓｼﾞｭｰﾙ ラダー読 
：ｺﾏﾝﾄﾞ実 込シーケ 
行ｴﾗｰ    ンス     



 2-22

 TB00-0817.jtd - SmplLadd

回路：CF

I_CF_REA L      
DDNC  LD_ROfsL LD_ROfsL D_DpgSiz 
I00146 W    W     eLW    次回読込開始

(00083) /D00057 = /D00057 + D00102 ｵﾌｾｯﾄ更新
CFﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ファイル ファイル DDLﾌﾟﾛｸﾞﾗ
読込DNCフ 読み込み 読み込み ﾑﾌｧｲﾙｻｲｽﾞ
ラグ     開始オフ 開始オフ (Low Word

セット   セット   )        
(00084) LD_Seq LD_Seq  
00205N /D00001 = 3 MOV 101 /D00001

ラダー読 ラダー読 
込シーケ 込シーケ 
ンス     ンス     

(00085) メモリカードモジュールエラー処理（シーケンス中断）                      
LD_ErrCm 

(00086) LD_Seq d     エラー情報保
00207N /D00001 = 100 READ 4 1 /D00059 1 存

ラダー読 エラー発 
込シーケ 生時のコ 
ンス     マンド   

LD_ErrCo 
de    

(00087) READ 4 121 /D00060 1
エラーコ 
ード     
LD_WrnCo 
de    

(00088) READ 4 122 /D00061 1
ワーニン 
グコード 

I_CF_ERR 
(00089) SET I 00149

CF読込エ 
ラー通知 
リレー   
LD_Seq  

(00090) I NC /D00001
ラダー読 
込シーケ 
ンス     

(00091) メモリカードモジュールＣＦ読出終了処理                                  
Y_CF_CMD X_CF_CMD
REQ   DONE  I_CF_REA 

(00092) LD_Seq Y00433 X00403 DDONE   
00218N /D00001 = 101 SET I 00148

ラダー読 CFﾓｼﾞｭｰﾙ CFﾓｼﾞｭｰﾙ CF読込終 
込シーケ ：ｺﾏﾝﾄﾞ実 ：ｺﾏﾝﾄﾞ実 了通知リ 
ンス     行要求   行完     レー     

LD_Seq  
(00093) MOV 0 /D00001

ラダー読 
込シーケ 
ンス     
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デバイス一覧：CF

アドレス 信号名 Ｉ／Ｏコメント

X00401 X_CF_CMDREADY CFﾓｼﾞｭｰﾙ：ｺﾏﾝﾄﾞ実行可
X00402 X_CF_CMDACT CFﾓｼﾞｭｰﾙ：ｺﾏﾝﾄﾞ実行中
X00403 X_CF_CMDDONE CFﾓｼﾞｭｰﾙ：ｺﾏﾝﾄﾞ実行完
X00404 X_CF_CMDERR CFﾓｼﾞｭｰﾙ：ｺﾏﾝﾄﾞ実行ｴﾗｰ
X00405 X_CF_LADMODE CFﾓｼﾞｭｰﾙ：ラダーアクセスモード
X00406 X_CF_INIT CFﾓｼﾞｭｰﾙ：初期化正常
X00407 X_CF_PWR CFﾓｼﾞｭｰﾙ：ラダーアクセスモード
X00408 X_CF_ALARM CFﾓｼﾞｭｰﾙ：ラダーアクセスモード
Y00433 Y_CF_CMDREQ CFﾓｼﾞｭｰﾙ：ｺﾏﾝﾄﾞ実行要求
I00145 I_CF_READSTR CFﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ読込開始要求リレー
I00146 I_CF_READDNC CFﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ読込DNCフラグ
I00148 I_CF_READDONE CF読込終了通知リレー
I00149 I_CF_ERR CF読込エラー通知リレー
I00150 I_DNCCONTINUE DNCデータ送信/読込継続リレー
M00035 M_Init 運転開始時１スキャンＯＮ
D00097 D_CalcWk 乗算/除算演算用WORK領域
D00098 (4WORD)
D00101 D_DdlPSel DDLプログラムファイル選択番号
D00102 D_DpgSizeLW DDLﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾌｧｲﾙｻｲｽﾞ(Low Word)
D00103 D_DpgSizeHW DDLﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾌｧｲﾙｻｲｽﾞ(High Word)
/I00001 LI_CfReadReady CF読込可
/I00002 LI_CF_CMDREQ0 コマンド実行要求(ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ変更)
/I00003 LI_CF_CMDREQ1 コマンド実行要求(ﾌｧｲﾙ読込)
/I00004 LI_CF_MOVEDIR カレントディレクトリ移動要求
/I00005 LI_CF_READFILE ファイル読み込み要求
/D00001 LD_Seq ラダー読込シーケンス
/D00002 LD_DirName ＤＤＬディレクトリ名 "\DDL"
/D00012 LD_BaseName DDLファイルベース名 "Prog"
/D00022 LD_PrgSNo プログラム番号(16進文字列"NNNN")
/D00025 LD_ExtNameMem DDLファイル拡張子 ".DMP"
/D00030 LD_ExtNameDnc DDLファイル拡張子 ".DDP"
/D00035 LD_FileName DDLファイル名 "ProgNNNN.DMP"
/D00055 LD_FileNLen ファイル名文字数
/D00056 LD_FileNLenW ファイル名ＷＯＲＤ数
/D00057 LD_ROfsLW ファイル読み込み開始オフセット
/D00058 LD_ROfsHW (2word)
/D00059 LD_ErrCmd エラー発生時のコマンド
/D00060 LD_ErrCode エラーコード
/D00061 LD_WrnCode ワーニングコード
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回路：REFRESH

(00001) (10) 固定データ領域ＲＥＡＤ／ＷＲＩＴＥ （データリフレッシュ処理）     
(00002) STATUSデータ構造体はＬＯＮＧ指定で読み込む必要があります      
(00003) ※ LONG指定のRead/Write命令ではデータ位置番号、データ数の     
(00004) パラメータがWORD指定の半分になります。                    

M_Always
ON   D_Status 

(00005) M00033 S     ｽﾃｰﾀｽﾃﾞｰﾀﾘﾌﾚ
00001N READ 2 901 D00769 54 ｯｼｭ (WORD)

常時ＯＮ ステータ 
スデータ 

M_Always L      
ON   D_Status 

(00006) M00033 S     ｽﾃｰﾀｽﾃﾞｰﾀﾘﾌﾚ
00003N READ 2 451 D00769 27 ｯｼｭ (DWORD)

常時ＯＮ ステータ 
スデータ 

M_Always
ON   I_MpCH2_ 

(00007) M00033 D00    機械ﾊﾟﾈﾙﾃﾞｰﾀ
00005N WRI TE I 00257 2 967 4 ﾘﾌﾚｯｼｭ

常時ＯＮ 機械ﾊﾟﾈﾙ 
CH2 D00  
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デバイス一覧：REFRESH

アドレス 信号名 Ｉ／Ｏコメント

I00257 I_MpCH2_D00 機械ﾊﾟﾈﾙ CH2 D00
M00033 M_AlwaysON 常時ＯＮ
D00769 D_StatusS ステータスデータ
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回路：COMMAIN

(00001) ********  ＰＬＭＣとのデータ通信処理  ********                          
(00002) 起動時内部データ初期化                                                  

M_Init LD_CPhas 
(00003) M00035 e     
00001N MOV 0 /D00031

運転開始 通信実行 
時１スキ フェーズ 
ャンＯＮ 

(00004) 動作要求コマンド受付処理                                                
(00005) (6) ＰＴＰ移動コマンド送信                                      

I_REQ_PT
LD_CPhas PSTART LI_REQ_P 

(00006) e    I00129 TPSTART  
00003N /D00031 = 0 SET /I 00017

通信実行 ＰＴＰコ ＰＴＰコ 
フェーズ マンド要 マンド送 

求リレー 信中リレ 
ー       
LD_SCmd  動作指示要求

(00007) MOV 3 /D00010 セット
送信デー 
タ種別   
LD_SType 

(00008) MOV $15 /D00011 REQ_PTPSTART
送信デー 
タタイプ 
LD_SAllS 
ize    

(00009) MOV 10 /D00013
全送信デ 
ータサイ 
ズ       
LD_SPrm  

(00010) MOV 0 /D00012
送信通信ﾊ
ﾟﾗﾒｰﾀ    

D_PtpS  @LD_PDat 
(00011) SET@ D00513 @/D00001

ＰＴＰコ 送受信ﾃﾞｰ
マンド   ﾀ先頭領域

へのポイ 
ンタ     
LD_CPhas 
e     

(00012) MOV 1 /D00031
通信実行 
フェーズ 

LI_REQ_P
LD_CPhas TPSTART LI_REQ_P 

(00013) e    /I00017 TPSTART  
00019N /D00031 = 10 RST /I 00017

通信実行 ＰＴＰコ ＰＴＰコ 
フェーズ マンド送 マンド送 

信中リレ 信中リレ 
ー       ー       

I_REQ_PT 
PSTART  

(00014) RST I 00129
ＰＴＰコ 
マンド要 
求リレー 
LD_CPhas 
e     

(00015) MOV 0 /D00031
通信実行 
フェーズ 

(00016) マクロ変数データ書き込みコマンド (１点のみ)                 
I_REQ_MC

LD_CPhas RWRITE LI_REQ_M 
(00017) e    I00132 CRWRITE  
00027N /D00031 = 0 SET /I 00020

通信実行 マクロ変 マクロ変 
フェーズ 数書き込 数書込ｺﾏﾝ

み要求リ ﾄﾞ送信中 
レー     リレー   

LD_SCmd  動作指示要求
(00018) MOV 3 /D00010 セット

送信デー 
タ種別   
LD_SType 

(00019) MOV $84 /D00011 REQ_MCRREG
送信デー 
タタイプ 
LD_SAllS 
ize    

(00020) MOV 4 /D00013
全送信デ 
ータサイ 
ズ       
LD_SPrm  

(00021) MOV 0 /D00012
送信通信ﾊ
ﾟﾗﾒｰﾀ    

D_McrWri 
teS    @LD_PDat 

(00022) SET@ D00523 @/D00001
マクロ変 送受信ﾃﾞｰ
数書き込 ﾀ先頭領域
みコマン へのポイ 
ド       ンタ     
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回路：COMMAIN

LD_CPhas 
e     

(00023) MOV 1 /D00031
通信実行 
フェーズ 

LI_REQ_M
LD_CPhas CRWRITE LI_REQ_M 

(00024) e    /I00020 CRWRITE  
00043N /D00031 = 10 RST /I 00020

通信実行 マクロ変 マクロ変 
フェーズ 数書込ｺﾏﾝ 数書込ｺﾏﾝ

ﾄﾞ送信中 ﾄﾞ送信中 
リレー   リレー   

I_REQ_MC 
RWRITE  

(00025) RST I 00132
マクロ変 
数書き込 
み要求リ 
レー     
LD_CPhas 
e     

(00026) MOV 0 /D00031
通信実行 
フェーズ 

(00027) プログラム番号選択                                          
I_REQ_PR

LD_CPhas GSLCT  LI_REQ_P 
(00028) e    I00137 RGSLCT  
00051N /D00031 = 0 SET /I 00024

通信実行 実行ﾌﾟﾛｸﾞ ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ番
フェーズ ﾗﾑ選択要 号選択リ 

求リレー レー     
LD_SCmd  動作指示要求

(00029) MOV 3 /D00010 セット
送信デー 
タ種別   
LD_SType 

(00030) MOV $22 /D00011 REQ_PROGSLCT
送信デー 
タタイプ 
LD_SAllS 
ize    

(00031) MOV 1 /D00013
全送信デ 
ータサイ 
ズ       
LD_SPrm  

(00032) MOV 0 /D00012
送信通信ﾊ
ﾟﾗﾒｰﾀ    

D_PnoS  @LD_PDat 
(00033) SET@ D01104 @/D00001

実行ﾌﾟﾛｸﾞ 送受信ﾃﾞｰ
ﾗﾑ番号   ﾀ先頭領域

へのポイ 
ンタ     
LD_CPhas 
e     

(00034) MOV 1 /D00031
通信実行 
フェーズ 

LI_REQ_P
LD_CPhas RGSLCT LI_REQ_P 

(00035) e    /I00024 RGSLCT  
00067N /D00031 = 10 RST /I 00024

通信実行 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ番 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ番
フェーズ 号選択リ 号選択リ 

レー     レー     
I_REQ_PR 
GSLCT   

(00036) RST I 00137
実行ﾌﾟﾛｸﾞ
ﾗﾑ選択要 
求リレー 
LD_CPhas 
e     

(00037) MOV 0 /D00031
通信実行 
フェーズ 

(00038) プログラム実行                                              
I_REQ_PR

LD_CPhas GSTRT  LI_REQ_P 
(00039) e    I00138 RGSTRT  
00075N /D00031 = 0 SET /I 00025

通信実行 プログラ プログラ 
フェーズ ムスター ム実行リ 

ト要求リ レー     
レー     

LD_SCmd  動作指示要求
(00040) MOV 3 /D00010 セット

送信デー 
タ種別   
LD_SType 

(00041) MOV $20 /D00011 REQ_PROGSTRT
送信デー 
タタイプ 
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回路：COMMAIN

LD_SAllS 
ize    

(00042) MOV 0 /D00013
全送信デ 
ータサイ 
ズ       
LD_SPrm  

(00043) MOV 0 /D00012
送信通信ﾊ
ﾟﾗﾒｰﾀ    
LD_CPhas 
e     

(00044) MOV 1 /D00031
通信実行 
フェーズ 

LI_REQ_P
LD_CPhas RGSTRT LI_REQ_P 

(00045) e    /I00025 RGSTRT  
00089N /D00031 = 10 RST /I 00025

通信実行 プログラ プログラ 
フェーズ ム実行リ ム実行リ 

レー     レー     
I_REQ_PR 
GSTRT   

(00046) RST I 00138
プログラ 
ムスター 
ト要求リ 
レー     
LD_CPhas 
e     

(00047) MOV 0 /D00031
通信実行 
フェーズ 

(00048) データ送信要求受付処理                                                  
(00049) (7) 動作プログラム送信                                          
(00050) ※ I_SDAT_PROGRAM/I_SDAT_PROGRAM2は同時に使用しないで下さい。 

I_SDAT_P
LD_CPhas ROGRAM LI_SDAT_ 

(00051) e    I00130 PROGRAM  
00097N /D00031 = 0 SET /I 00018

通信実行 動作プロ 動作プロ 
フェーズ グラム送 グラム送 

信要求リ 信中リレ 
レー     ー       
I_SDAT_P
ROGRAM2 
I00136 LD_SCmd  データ送信要

(00052) MOV 1 /D00010 求セット
動作プロ 送信デー 
グラム送 タ種別   
信要求リ 
レー     

LD_SType 
(00053) MOV 1 /D00011 DAT_PROGRAM

送信デー 
タタイプ 

D_PrgSen LD_SAllS 
dSzLW   ize    

(00054) MOV D00104 /D00013
メモリ/DN 全送信デ 
Cプログラ ータサイ 
ム送信サ ズ       
イズ     

LD_SPrm  
(00055) MOV 1 /D00012 Pno 1

送信通信ﾊ
ﾟﾗﾒｰﾀ    

B_PrgBlk 
S     @LD_PDat 

(00056) SET@ B00001 @/D00001
DDLプログ 送受信ﾃﾞｰ
ラム送信 ﾀ先頭領域
バッファ へのポイ 

ンタ     
LD_CPhas 
e     

(00057) MOV 1 /D00031
通信実行 
フェーズ 

LI_SDAT_
LD_CPhas PROGRAM LI_SDAT_ 

(00058) e    /I00018 PROGRAM  
00115N /D00031 = 10 RST /I 00018

通信実行 動作プロ 動作プロ 
フェーズ グラム送 グラム送 

信中リレ 信中リレ 
ー       ー       

I_SDAT_P 
ROGRAM  

(00059) RST I 00130
動作プロ 
グラム送 
信要求リ 
レー     
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I_SDAT_P 
ROGRAM2  

(00060) RST I 00136
動作プロ 
グラム送 
信要求リ 
レー     
LD_CPhas 
e     

(00061) MOV 0 /D00031
通信実行 
フェーズ 

(00062) DNCプログラム送信                                               
I_SDAT_D

LD_CPhas NCDATA LI_SDAT_ 
(00063) e    I00135 DNCDATA  
00125N /D00031 = 0 SET /I 00023

通信実行 DNCプログ DNCプログ
フェーズ ラム送信 ラム送信 

要求リレ 中リレー 
ー       

LD_SCmd  データ送信要
(00064) MOV 1 /D00010 求セット

送信デー 
タ種別   
LD_SType 

(00065) MOV 14 /D00011 DAT_DNCDATA
送信デー 
タタイプ 

D_PrgSen LD_SAllS 
dSzLW   ize    

(00066) MOV D00104 /D00013
メモリ/DN 全送信デ 
Cプログラ ータサイ 
ム送信サ ズ       
イズ     

I_DNCCON
TINUE  
I00150 LD_SPrm  継続DNCデー 

(00067) MOV 1 /D00012 タフラグ
DNCデータ 送信通信ﾊ
送信/読込 ﾟﾗﾒｰﾀ    
継続リレ 
ー       
I_DNCCON
TINUE  
I00150 LD_SPrm  継続DNCデー 

(00068) MOV 0 /D00012 タフラグ
DNCデータ 送信通信ﾊ
送信/読込 ﾟﾗﾒｰﾀ    
継続リレ 
ー       

B_PrgBlk 
S     @LD_PDat 

(00069) SET@ B00001 @/D00001
DDLプログ 送受信ﾃﾞｰ
ラム送信 ﾀ先頭領域
バッファ へのポイ 

ンタ     
LD_CPhas 
e     

(00070) MOV 1 /D00031
通信実行 
フェーズ 

LI_SDAT_
LD_CPhas DNCDATA LI_SDAT_ 

(00071) e    /I00023 DNCDATA  
00145N /D00031 = 10 RST /I 00023

通信実行 DNCプログ DNCプログ
フェーズ ラム送信 ラム送信 

中リレー 中リレー 
I_SDAT_D 
NCDATA  

(00072) RST I 00135
DNCプログ
ラム送信 
要求リレ 
ー       
LD_CPhas 
e     

(00073) MOV 0 /D00031
通信実行 
フェーズ 

(00074) データ受信要求受付処理                                                  
(00075) (8) 動作プログラム受信                                          

I_RDAT_P
LD_CPhas ROGRAM LI_RDAT_ 

(00076) e    I00131 PROGRAM  
00153N /D00031 = 0 SET /I 00019

通信実行 動作プロ 動作プロ 
フェーズ グラム受 グラム受 

信要求リ 信中リレ 
レー     ー       

LD_SCmd  データ受信要
(00077) MOV 2 /D00010 求セット

送信デー 
タ種別   
LD_SType 

(00078) MOV 1 /D00011 DAT_PROGRAM
送信デー 
タタイプ 



 2-30

 TB00-0817.jtd - SmplLadd

回路：COMMAIN

LD_SAllS 
ize    

(00079) MOV 0 /D00013
全送信デ 
ータサイ 
ズ       
LD_SPrm  

(00080) MOV 1 /D00012 Pno 1
送信通信ﾊ
ﾟﾗﾒｰﾀ    

B_PrgBlk 
S     @LD_PDat 

(00081) SET@ B00001 @/D00001
DDLプログ 送受信ﾃﾞｰ
ラム送信 ﾀ先頭領域
バッファ へのポイ 

ンタ     
LD_CPhas 
e     

(00082) MOV 1 /D00031
通信実行 
フェーズ 

LI_RDAT_
LD_CPhas PROGRAM LI_RDAT_ 

(00083) e    /I00019 PROGRAM  
00169N /D00031 = 10 RST /I 00019

通信実行 動作プロ 動作プロ 
フェーズ グラム受 グラム受 

信中リレ 信中リレ 
ー       ー       

I_RDAT_P 
ROGRAM  

(00084) RST I 00131
動作プロ 
グラム受 
信要求リ 
レー     

LD_RAllS D_DpgSiz 
ize    eLW    

(00085) MOV /D00016 D00102
全受信デ DDLﾌﾟﾛｸﾞﾗ
ータサイ ﾑﾌｧｲﾙｻｲｽﾞ
ズ       (Low Word

)        
LD_CPhas 
e     

(00086) MOV 0 /D00031
通信実行 
フェーズ 

(00087) ＤＮＣバッファ状態受信                                      
I_RDAT_D

LD_CPhas NCBUF  LI_RDAT_ 
(00088) e    I00134 DNCBUF  
00179N /D00031 = 0 SET /I 00022

通信実行 DNCバッフ DNCバッフ
フェーズ ァ状態受 ァ状態受 

信要求リ 信中リレ 
レー     ー       

LD_SCmd  データ受信要
(00089) MOV 2 /D00010 求セット

送信デー 
タ種別   
LD_SType 

(00090) MOV 15 /D00011 DAT_DNCBUFI
送信デー 
タタイプ 
LD_SAllS 
ize    

(00091) MOV 0 /D00013
全送信デ 
ータサイ 
ズ       
LD_SPrm  

(00092) MOV 0 /D00012
送信通信ﾊ
ﾟﾗﾒｰﾀ    

D_DncBuf 
S     @LD_PDat 

(00093) SET@ D01031 @/D00001
DNCバッフ 送受信ﾃﾞｰ
ァ状態   ﾀ先頭領域

へのポイ 
ンタ     
LD_CPhas 
e     

(00094) MOV 1 /D00031
通信実行 
フェーズ 

LI_RDAT_
LD_CPhas DNCBUF LI_RDAT_ 

(00095) e    /I00022 DNCBUF  
00195N /D00031 = 10 RST /I 00022

通信実行 DNCバッフ DNCバッフ
フェーズ ァ状態受 ァ状態受 

信中リレ 信中リレ 
ー       ー       
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I_RDAT_D 
NCBUF   

(00096) RST I 00134
DNCバッフ
ァ状態受 
信要求リ 
レー     
LD_CPhas 
e     

(00097) MOV 0 /D00031
通信実行 
フェーズ 

(00098) マクロ変数受信 (１点のみ)                                   
I_RDAT_M

LD_CPhas CRWRITE LI_RDAT_ 
(00099) e    I00133 MCRWRITE 
00203N /D00031 = 0 SET /I 00021

通信実行 マクロ変 マクロ変 
フェーズ 数受信要 数受信中 

求リレー リレー   
LD_SCmd  データ受信要

(00100) MOV 2 /D00010 求セット
送信デー 
タ種別   
LD_SType 

(00101) MOV $33 /D00011 DAT_MCRREG
送信デー 
タタイプ 
LD_SAllS 
ize    

(00102) MOV 0 /D00013
全送信デ 
ータサイ 
ズ       

D_McrRea 
dNo    LD_SPrm  

(00103) MOV D00527 /D00012 REG No
受信マク 送信通信ﾊ
ロ変数番 ﾟﾗﾒｰﾀ    
号       
D_McrRea 
dVal   @LD_PDat 

(00104) SET@ D00528 @/D00001
受信マク 送受信ﾃﾞｰ
ロ変数値 ﾀ先頭領域

へのポイ 
ンタ     
LD_CPhas 
e     

(00105) MOV 1 /D00031
通信実行 
フェーズ 

LI_RDAT_
LD_CPhas MCRWRITE LI_RDAT_ 

(00106) e    /I00021 MCRWRITE 
00219N /D00031 = 10 RST /I 00021

通信実行 マクロ変 マクロ変 
フェーズ 数受信中 数受信中 

リレー   リレー   
I_RDAT_M 
CRWRITE  

(00107) RST I 00133
マクロ変 
数受信要 
求リレー 
LD_CPhas 
e     

(00108) MOV 0 /D00031
通信実行 
フェーズ 

(00109) (9) データリフレッシュ要求処理                                          
M_Init 

(00110) M00035 LD_Refc  
00227N MOV 0 /D00009

運転開始 リフレッ 
時１スキ シュシー 
ャンＯＮ ケンス番 

号       
LI_Refre 
shEn   ﾘﾌﾚｯｼｭ処理有

(00111) SET /I 00002 効
ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞﾃﾞ
ｰﾀﾘﾌﾚｯｼｭ 
有効リレ 
ー       

M_Always
ON   LI_Refre 

M00033 shEn   ﾘﾌﾚｯｼｭ処理無
(00112) RST /I 00002 効(ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ)

常時ＯＮ ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞﾃﾞ
ｰﾀﾘﾌﾚｯｼｭ 
有効リレ 
ー       

LI_Refre
shEn  LD_CPhas LI_Refre 

(00113) /I00002 e    sh    
00235N /D00031 = 0 SET /I 00001

ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞﾃﾞ 通信実行 ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞﾃﾞ
ｰﾀﾘﾌﾚｯｼｭ フェーズ ｰﾀﾘﾌﾚｯｼｭ 
有効リレ 中リレー 
ー       
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LD_SCmd  データ受信要
(00114) MOV 2 /D00010 求セット

送信デー 
タ種別   
LD_SType 

(00115) MOV 0 /D00011
送信デー 
タタイプ 
LD_SAllS 
ize    

(00116) MOV 0 /D00013
全送信デ 
ータサイ 
ズ       
LD_SPrm  

(00117) MOV 0 /D00012
送信通信ﾊ
ﾟﾗﾒｰﾀ    

LD_Refc LD_Refc  
(00118) /D00009 < 0 MOV 0 /D00009

リフレッ リフレッ 
シュシー シュシー 
ケンス番 ケンス番 
号       号       
LD_Refc LD_SType DAT_VARIABLE

(00119) /D00009 = 0 MOV $19 /D00011 (全ﾏｸﾛ変数)
リフレッ 送信デー 
シュシー タタイプ 
ケンス番 
号       

D_VarS  @LD_PDat 
(00120) SET@ D00825 @/D00001

マクロ変 送受信ﾃﾞｰ
数データ ﾀ先頭領域

へのポイ 
ンタ     

LD_Refc LD_SType DAT_AXNEGLEC
(00121) /D00009 = 1 MOV $28 /D00011 T

リフレッ 送信デー 
シュシー タタイプ 
ケンス番 
号       

D_AXNEG  @LD_PDat 
(00122) SET@ D01025 @/D00001

軸ネグレ 送受信ﾃﾞｰ
クト     ﾀ先頭領域

へのポイ 
ンタ     

LD_Refc LD_SType DAT_AXINTLOC
(00123) /D00009 = 2 MOV $29 /D00011 K

リフレッ 送信デー 
シュシー タタイプ 
ケンス番 
号       

D_AXILOC 
K     @LD_PDat 

(00124) SET@ D01027 @/D00001
軸インタ 送受信ﾃﾞｰ
ーロック ﾀ先頭領域

へのポイ 
ンタ     

LD_Refc LD_SType 
(00125) /D00009 = 3 MOV $31 /D00011 DAT_AXSVONEN

リフレッ 送信デー 
シュシー タタイプ 
ケンス番 
号       

D_AXSVON @LD_PDat 
(00126) SET@ D01029 @/D00001

軸サーボ 送受信ﾃﾞｰ
オン／オ ﾀ先頭領域
フ       へのポイ 

ンタ     
LD_Refc  

(00127) I NC /D00009
リフレッ 
シュシー 
ケンス番 
号       

LD_Refc LD_Refc  
(00128) /D00009 >= 4 MOV 0 /D00009

リフレッ リフレッ 
シュシー シュシー 
ケンス番 ケンス番 
号       号       

LD_CPhas 
e     

(00129) MOV 1 /D00031
通信実行 
フェーズ 

LI_Refre
LD_CPhas sh   LI_Refre 

(00130) e    /I00001 sh    
00288N /D00031 = 10 RST /I 00001

通信実行 ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞﾃﾞ ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞﾃﾞ
フェーズ ｰﾀﾘﾌﾚｯｼｭ ｰﾀﾘﾌﾚｯｼｭ 

中リレー 中リレー 
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LD_CPhas 
e     

(00131) MOV 0 /D00031
通信実行 
フェーズ 

(00132) ********  通信メイン処理  ********                                      
(00133) 起動時内部データ初期化                                          

M_Init LD_MaxPc 
(00134) M00035 kSize   通信ﾊﾟｹｯﾄ最 
00294N READ 2 1 /D00030 1 大ｻｲｽﾞ読込

運転開始 最大パケ 
時１スキ ットサイ 
ャンＯＮ ズ       

(00135) ＭＣへの通信開始要求ＯＮ                                        
LD_CPhas LD_SSumS 

(00136) e    ize    送信済みサイ
00296N /D00031 = 1 MOV 0 /D00014 ズクリア

通信実行 合計送信 
フェーズ データサ 

イズ     
LD_SPckS 
ize    1ﾊﾟｹｯﾄ送信ｻｲ

(00137) MOV 0 /D00015 ｽﾞｸﾘｱ
1ﾊﾟｹｯﾄ送 
信データ 
サイズ   

LD_SCmd  通信種別セッ
(00138) WRI TE /D00010 2 11 1 ト

送信デー 
タ種別   
LD_SType 通信データタ

(00139) WRI TE /D00011 2 12 1 イプセット
送信デー 
タタイプ 
LD_SPrm  通信パラメー

(00140) WRI TE /D00012 2 13 1 タセット
送信通信ﾊ
ﾟﾗﾒｰﾀ    
LD_SAllS 
ize    全送信ﾃﾞｰﾀｻｲ

(00141) WRI TE /D00013 2 14 1 ｽﾞｾｯﾄ
全送信デ 
ータサイ 
ズ       

LD_CPhas 
e     

(00142) I NC /D00031
通信実行 
フェーズ 

X_MC_COM Y_MC_COM
LD_CPhas ACK   REQ   LD_SSumS LD_SSumS LD_SPckS 

(00143) e    X00201 Y00233 ize   ize    ize    送信済みサイ
00311N /D00031 = 2 /D00014 = /D00014 + /D00015 ズ算出

通信実行 PLMC：通 PLMC：通 合計送信 合計送信 1ﾊﾟｹｯﾄ送 
フェーズ 信ＡＣＫ 信要求   データサ データサ 信データ 

イズ     イズ     サイズ   
LD_SPckS LD_SAllS LD_SSumS 
ize   ize    ize    残送信サイズ

(00144) /D00015 = /D00013 - /D00014 算出
1ﾊﾟｹｯﾄ送 全送信デ 合計送信 
信データ ータサイ データサ 
サイズ   ズ       イズ     

LD_SPckS LD_MaxPc LD_MaxPc LD_SPckS 
ize   kSize   kSize   ize    1ﾊﾟｹｯﾄ最大ｻｲ

(00145) /D00015 > /D00030 MOV /D00030 /D00015 ｽﾞでｸﾗﾝﾌﾟ
1ﾊﾟｹｯﾄ送 最大パケ 最大パケ 1ﾊﾟｹｯﾄ送 
信データ ットサイ ットサイ 信データ 
サイズ   ズ       ズ       サイズ   

L      
LD_POfs  WORD→LONG転

(00146) MOV 0 /D00007 送準備(ｸﾘｱ)
送受信ﾃﾞｰ
ﾀ領域オフ
セット   

LD_SSumS 
ize    LD_POfs  合計送信ﾃﾞｰﾀ

(00147) MOV /D00014 /D00007 ｻｲｽﾞ転送
合計送信 送受信ﾃﾞｰ
データサ ﾀ領域オフ
イズ     セット   

@LD_PWDa 
@LD_PDat t     送信ﾃﾞｰﾀ先頭

(00148) MOV@ @/D00001 @/D00004 ｱﾄﾞﾚｽ取得
送受信ﾃﾞｰ 送受信ﾃﾞｰ
ﾀ先頭領域 ﾀ領域への
へのポイ ポインタ 
ンタ     

L      
@LD_PWDa 
t     LD_POfs  送信ﾃﾞｰﾀｵﾌｾｯ

(00149) ADD@ @/D00004 /D00007 ﾄ加算
送受信ﾃﾞｰ 送受信ﾃﾞｰ
ﾀ領域への ﾀ領域オフ
ポインタ セット   

LD_SSumS 
ize    合計送信ﾃﾞｰﾀ

(00150) WRI TE /D00014 2 15 1 ｻｲｽﾞｾｯﾄ
合計送信 
データサ 
イズ     
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LD_SPckS 
ize    1ﾊﾟｹｯﾄ送信ﾃﾞ

(00151) WRI TE /D00015 2 16 1 ｰﾀｻｲｽﾞｾｯﾄ
1ﾊﾟｹｯﾄ送 
信データ 
サイズ   
@LD_PWDa LD_SPckS 
t     ize    送信データセ

(00152) WRI TE @/D00004 2 21 /D00015 ット
送受信ﾃﾞｰ 1ﾊﾟｹｯﾄ送 
ﾀ領域への 信データ 
ポインタ サイズ   

Y_MC_COM 
REQ    

(00153) SET Y00233
PLMC：通 
信要求   
LD_CPhas 
e     

(00154) I NC /D00031
通信実行 
フェーズ 

(00155) ＭＣからの通信完了通知ＯＮ                                      
Y_MC_COM X_MC_COM

LD_CPhas REQ   ACK   LD_RAllS 
(00156) e    Y00233 X00201 ize    全受信ﾃﾞｰﾀｻｲ
00340N /D00031 = 3 READ 2 17 /D00016 1 ｽﾞ読込

通信実行 PLMC：通 PLMC：通 全受信デ 
フェーズ 信要求   信ＡＣＫ ータサイ 

ズ       
LD_RSumS 
ize    合計受信ﾃﾞｰﾀ

(00157) READ 2 18 /D00017 1 ｻｲｽﾞ読込
合計受信 
データサ 
イズ     
LD_RPckS 
ize    1ﾊﾟｹｯﾄ受信ﾃﾞ

(00158) READ 2 19 /D00018 1 ｰﾀｻｲｽﾞ読込
1ﾊﾟｹｯﾄ受 
信データ 
サイズ   
LD_RRes  通信ｽﾃｰﾀｽ読 

(00159) READ 2 20 /D00019 1 込
通信ｽﾃｰﾀｽ

L      
LD_POfs  WORD→LONG転

(00160) MOV 0 /D00007 送準備(ｸﾘｱ)
送受信ﾃﾞｰ
ﾀ領域オフ
セット   

LD_RSumS 
ize    LD_POfs  合計受信ﾃﾞｰﾀ

(00161) MOV /D00017 /D00007 ｻｲｽﾞ転送
合計受信 送受信ﾃﾞｰ
データサ ﾀ領域オフ
イズ     セット   

@LD_PWDa 
@LD_PDat t     受信ﾃﾞｰﾀ先頭

(00162) MOV@ @/D00001 @/D00004 ｱﾄﾞﾚｽ取得
送受信ﾃﾞｰ 送受信ﾃﾞｰ
ﾀ先頭領域 ﾀ領域への
へのポイ ポインタ 
ンタ     

L      
@LD_PWDa 
t     LD_POfs  受信ﾃﾞｰﾀｵﾌｾｯ

(00163) ADD@ @/D00004 /D00007 ﾄ加算
送受信ﾃﾞｰ 送受信ﾃﾞｰ
ﾀ領域への ﾀ領域オフ
ポインタ セット   
@LD_PWDa LD_RPckS 
t     ize    受信データ読

(00164) READ 2 21 @/D00004 /D00018 み込み
送受信ﾃﾞｰ 1ﾊﾟｹｯﾄ受 
ﾀ領域への 信データ 
ポインタ サイズ   

LD_RRes LD_SCmd  LD_ErCmd 通信ｴﾗｰなら 
(00165) /D00019 <> 0 MOV /D00010 /D00020 各種ﾃﾞｰﾀ保存

通信ｽﾃｰﾀｽ 送信デー エラー発 
タ種別   生時 デー

タ種別   
LD_SType LD_ErTyp 

(00166) MOV /D00011 /D00021
送信デー エラー発 
タタイプ 生時 デー

タタイプ 
LD_SPrm  LD_ErPrm 

(00167) MOV /D00012 /D00022
送信通信ﾊ エラー発 
ﾟﾗﾒｰﾀ    生時 通信

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ   
LD_SAllS LD_ErSAl 
ize    lSiz   

(00168) MOV /D00013 /D00023
全送信デ エラー発 
ータサイ 生時 全送
ズ       信ﾃﾞｰﾀｻｲｽ

ﾞ        
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LD_SSumS LD_ErSSu 
ize    mSiz   

(00169) MOV /D00014 /D00024
合計送信 エラー発 
データサ 生時 合計
イズ     送信ﾃﾞｰﾀｻ

ｲｽﾞ      
LD_SPckS LD_ErSPc 
ize    kSiz   

(00170) MOV /D00015 /D00025
1ﾊﾟｹｯﾄ送 エラー発 
信データ 生時 1ﾊﾟｹ
サイズ   ｯﾄ送信ﾃﾞｰ

ﾀｻｲｽﾞ    
LD_RAllS LD_ErRAl 
ize    lSiz   

(00171) MOV /D00016 /D00026
全受信デ エラー発 
ータサイ 生時 全受
ズ       信ﾃﾞｰﾀｻｲｽ

ﾞ        
LD_RSumS LD_ErRSu 
ize    mSiz   

(00172) MOV /D00017 /D00027
合計受信 エラー発 
データサ 生時 合計
イズ     受信ﾃﾞｰﾀｻ

ｲｽﾞ      
LD_RPckS LD_ErRPc 
ize    kSiz   

(00173) MOV /D00018 /D00028
1ﾊﾟｹｯﾄ受 エラー発 
信データ 生時 1ﾊﾟｹ
サイズ   ｯﾄ受信ﾃﾞｰ

ﾀｻｲｽﾞ    
LD_RRes  LD_ErRes 

(00174) MOV /D00019 /D00029
通信ｽﾃｰﾀｽ エラー発 

生時 通信
ｽﾃｰﾀｽ    
LD_SAllS 
ize    

(00175) MOV 0 /D00013
全送信デ 
ータサイ 
ズ       
LD_DataS 
ize    

(00176) MOV 0 /D00032
送受信ﾃﾞｰ
ﾀｻｲｽﾞ計算
用ﾜｰｸ領域
Y_MC_COM 
REQ    

(00177) RST Y00233
PLMC：通 
信要求   
LD_CPhas 
e     

(00178) I NC /D00031
通信実行 
フェーズ 

(00179) 次シーケンス決定処理                                            
(00180) データ受信時：全データ受信したら通信終了                
(00181) データ送信時：全データ送信したら通信終了                
(00182) コマンド要求時：通信終了（常に１パケットで終わる）      

LD_CPhas
(00183) e    
00392N /D00031 = 4 >

通信実行 
フェーズ 

LD_DataS LD_SSumS LD_SPckS 
LD_SCmd ize   ize    ize    

(00184) > /D00010 = 1 /D00032 = /D00014 + /D00015
送信デー 送受信ﾃﾞｰ 合計送信 1ﾊﾟｹｯﾄ送 
タ種別   ﾀｻｲｽﾞ計算 データサ 信データ 

用ﾜｰｸ領域 イズ     サイズ   
LD_SAllS LD_DataS LD_CPhas 
ize   ize    e     

(00185) /D00013 <= /D00032 MOV 10 /D00031 送信完了
全送信デ 送受信ﾃﾞｰ 通信実行 
ータサイ ﾀｻｲｽﾞ計算 フェーズ 
ズ       用ﾜｰｸ領域
LD_SAllS LD_DataS LD_CPhas 
ize   ize    e     

(00186) /D00013 > /D00032 MOV 2 /D00031
全送信デ 送受信ﾃﾞｰ 通信実行 
ータサイ ﾀｻｲｽﾞ計算 フェーズ 
ズ       用ﾜｰｸ領域

LD_DataS LD_RSumS LD_RPckS 
LD_SCmd ize   ize    ize    

(00187) /D00010 = 2 /D00032 = /D00017 + /D00018
送信デー 送受信ﾃﾞｰ 合計受信 1ﾊﾟｹｯﾄ受 
タ種別   ﾀｻｲｽﾞ計算 データサ 信データ 

用ﾜｰｸ領域 イズ     サイズ   
LD_RAllS LD_DataS LD_CPhas 
ize   ize    e     

(00188) /D00016 <= /D00032 MOV 10 /D00031 受信完了
全受信デ 送受信ﾃﾞｰ 通信実行 
ータサイ ﾀｻｲｽﾞ計算 フェーズ 
ズ       用ﾜｰｸ領域
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回路：COMMAIN

LD_RAllS LD_DataS LD_CPhas 
ize   ize    e     

(00189) /D00016 > /D00032 MOV 2 /D00031
全受信デ 送受信ﾃﾞｰ 通信実行 
ータサイ ﾀｻｲｽﾞ計算 フェーズ 
ズ       用ﾜｰｸ領域

LD_CPhas 
LD_SCmd e     コマンド発行

(00190) /D00010 = 3 MOV 10 /D00031 完了
送信デー 通信実行 
タ種別   フェーズ 
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デバイス一覧：COMMAIN

アドレス 信号名 Ｉ／Ｏコメント

X00201 X_MC_COMACK PLMC：通信ＡＣＫ
Y00233 Y_MC_COMREQ PLMC：通信要求
I00129 I_REQ_PTPSTART ＰＴＰコマンド要求リレー
I00130 I_SDAT_PROGRAM 動作プログラム送信要求リレー
I00131 I_RDAT_PROGRAM 動作プログラム受信要求リレー
I00132 I_REQ_MCRWRITE マクロ変数書き込み要求リレー
I00133 I_RDAT_MCRWRITE マクロ変数受信要求リレー
I00134 I_RDAT_DNCBUF DNCバッファ状態受信要求リレー
I00135 I_SDAT_DNCDATA DNCプログラム送信要求リレー
I00136 I_SDAT_PROGRAM2 動作プログラム送信要求リレー
I00137 I_REQ_PRGSLCT 実行ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ選択要求リレー
I00138 I_REQ_PRGSTRT プログラムスタート要求リレー
I00150 I_DNCCONTINUE DNCデータ送信/読込継続リレー
M00033 M_AlwaysON 常時ＯＮ
M00035 M_Init 運転開始時１スキャンＯＮ
D00102 D_DpgSizeLW DDLﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾌｧｲﾙｻｲｽﾞ(Low Word)
D00104 D_PrgSendSzLW メモリ/DNCプログラム送信サイズ
D00513 D_PtpS ＰＴＰコマンド
D00523 D_McrWriteS マクロ変数書き込みコマンド
D00527 D_McrReadNo 受信マクロ変数番号
D00528 D_McrReadVal 受信マクロ変数値
D00825 D_VarS マクロ変数データ
D01025 D_AXNEG 軸ネグレクト
D01027 D_AXILOCK 軸インターロック
D01029 D_AXSVON 軸サーボオン／オフ
D01031 D_DncBufS DNCバッファ状態
D01104 D_PnoS 実行ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ番号
B00001 B_PrgBlkS DDLプログラム送信バッファ
/I00001 LI_Refresh ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞﾃﾞｰﾀﾘﾌﾚｯｼｭ中リレー
/I00002 LI_RefreshEn ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞﾃﾞｰﾀﾘﾌﾚｯｼｭ有効リレー
/I00017 LI_REQ_PTPSTART ＰＴＰコマンド送信中リレー
/I00018 LI_SDAT_PROGRAM 動作プログラム送信中リレー
/I00019 LI_RDAT_PROGRAM 動作プログラム受信中リレー
/I00020 LI_REQ_MCRWRITE マクロ変数書込ｺﾏﾝﾄﾞ送信中リレー
/I00021 LI_RDAT_MCRWRITE マクロ変数受信中リレー
/I00022 LI_RDAT_DNCBUF DNCバッファ状態受信中リレー
/I00023 LI_SDAT_DNCDATA DNCプログラム送信中リレー
/I00024 LI_REQ_PRGSLCT ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ番号選択リレー
/I00025 LI_REQ_PRGSTRT プログラム実行リレー
/D00001 LD_PDat 送受信ﾃﾞｰﾀ先頭領域へのポインタ
/D00004 LD_PWDat 送受信ﾃﾞｰﾀ領域へのポインタ
/D00007 LD_POfs 送受信ﾃﾞｰﾀ領域オフセット
/D00009 LD_Refc リフレッシュシーケンス番号
/D00010 LD_SCmd 送信データ種別
/D00011 LD_SType 送信データタイプ
/D00012 LD_SPrm 送信通信ﾊﾟﾗﾒｰﾀ
/D00013 LD_SAllSize 全送信データサイズ
/D00014 LD_SSumSize 合計送信データサイズ
/D00015 LD_SPckSize 1ﾊﾟｹｯﾄ送信データサイズ
/D00016 LD_RAllSize 全受信データサイズ
/D00017 LD_RSumSize 合計受信データサイズ
/D00018 LD_RPckSize 1ﾊﾟｹｯﾄ受信データサイズ
/D00019 LD_RRes 通信ｽﾃｰﾀｽ
/D00020 LD_ErCmd エラー発生時 データ種別
/D00021 LD_ErTyp エラー発生時 データタイプ
/D00022 LD_ErPrm エラー発生時 通信ﾊﾟﾗﾒｰﾀ
/D00023 LD_ErSAllSiz エラー発生時 全送信ﾃﾞｰﾀｻｲｽﾞ
/D00024 LD_ErSSumSiz エラー発生時 合計送信ﾃﾞｰﾀｻｲｽﾞ
/D00025 LD_ErSPckSiz エラー発生時 1ﾊﾟｹｯﾄ送信ﾃﾞｰﾀｻｲｽﾞ
/D00026 LD_ErRAllSiz エラー発生時 全受信ﾃﾞｰﾀｻｲｽﾞ
/D00027 LD_ErRSumSiz エラー発生時 合計受信ﾃﾞｰﾀｻｲｽﾞ
/D00028 LD_ErRPckSiz エラー発生時 1ﾊﾟｹｯﾄ受信ﾃﾞｰﾀｻｲｽﾞ
/D00029 LD_ErRes エラー発生時 通信ｽﾃｰﾀｽ
/D00030 LD_MaxPckSize 最大パケットサイズ
/D00031 LD_CPhase 通信実行フェーズ
/D00032 LD_DataSize 送受信ﾃﾞｰﾀｻｲｽﾞ計算用ﾜｰｸ領域



3-1

 TB00-0817.jtd - SmplLadd

共通信号定義：SMPLLADD

アドレス 信号名 Ｉ／Ｏコメント

X00201 X_MC_COMACK PLMC：通信ＡＣＫ
X00216 X_MC_INTP PLMC：割込入力リレー
X00217 X_MC_M0 PLMC：Ｍコード入力Ｄ０
X00225 X_MC_MSTRB PLMC：MSTRB
X00226 X_MC_PAUSE PLMC：停止中
X00227 X_MC_PRDY PLMC：プログラム実行可
X00228 X_MC_INPOS PLMC：INPOS
X00229 X_MC_ALARM PLMC：アラーム
X00230 X_MC_RUN PLMC：ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ実行中/軸移動中
X00231 X_MC_READY PLMC：READY
X00401 X_CF_CMDREADY CFﾓｼﾞｭｰﾙ：ｺﾏﾝﾄﾞ実行可
X00402 X_CF_CMDACT CFﾓｼﾞｭｰﾙ：ｺﾏﾝﾄﾞ実行中
X00403 X_CF_CMDDONE CFﾓｼﾞｭｰﾙ：ｺﾏﾝﾄﾞ実行完
X00404 X_CF_CMDERR CFﾓｼﾞｭｰﾙ：ｺﾏﾝﾄﾞ実行ｴﾗｰ
X00405 X_CF_LADMODE CFﾓｼﾞｭｰﾙ：ラダーアクセスモード
X00406 X_CF_INIT CFﾓｼﾞｭｰﾙ：初期化正常
X00407 X_CF_PWR CFﾓｼﾞｭｰﾙ：ラダーアクセスモード
X00408 X_CF_ALARM CFﾓｼﾞｭｰﾙ：ラダーアクセスモード
X00501 X_IO_START 入出力ﾓｼﾞｭｰﾙ：スタート入力
X00502 X_IO_STOP 入出力ﾓｼﾞｭｰﾙ：ストップ入力
X00503 X_IO_RESET 入出力ﾓｼﾞｭｰﾙ：リセット入力
X00504 X_IO_VCAMSON 入出力ﾓｼﾞｭｰﾙ：電子ｶﾑｻｲｸﾙ停止
X00505 X_IO_MPHAX0 入出力ﾓｼﾞｭｰﾙ：機械ﾊﾟﾈﾙ手パ軸選択
X00506 X_IO_MPHAX1 (4Bit)
X00507 X_IO_MPHAX2
X00508 X_IO_MPHAX3
X00509 X_IO_MPOVR0 入出力ﾓｼﾞｭｰﾙ：機械ﾊﾟﾈﾙｵｰﾊﾞｰﾗｲﾄﾞ
X00510 X_IO_MPOVR1 (4Bit)
X00511 X_IO_MPOVR2
X00512 X_IO_MPOVR3
X00513 X_IO_MpAxsel0 入出力ﾓｼﾞｭｰﾙ：機械ﾊﾟﾈﾙ移動軸選択
X00520 X_IO_MpAxsel7 (8Bit)
X00521 X_IO_MpMode0 入出力ﾓｼﾞｭｰﾙ：機械ﾊﾟﾈﾙ CH3 D00
X00527 X_IO_MpMode6 (7Bit)
X00528 X_IO_REQ_PTP 入出力ﾓｼﾞｭｰﾙ：PTPコマンド発行
X00529 X_IO_DNCSND 入出力ﾓｼﾞｭｰﾙ：DNCﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ送信
X00530 X_IO_PRGSND 入出力ﾓｼﾞｭｰﾙ：ﾒﾓﾘ運転ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ送信
X00531 X_IO_FSEL0 入出力ﾓｼﾞｭｰﾙ：ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾌｧｲﾙ選択
X00532 X_IO_FSEL1 (2Bit)
Y00233 Y_MC_COMREQ PLMC：通信要求
Y00248 Y_MC_TOGGLE PLMC：トグル出力リレー
Y00255 Y_MC_VCAMSON PLMC：電子ｶﾑｻｲｸﾙ停止
Y00257 Y_MC_MFIN PLMC：MFIN
Y00258 Y_MC_MOK PLMC：MOK
Y00259 Y_MC_RESET PLMC：リセット出力
Y00260 Y_MC_STOP PLMC：ストップ出力
Y00262 Y_MC_ZRTN PLMC：原点復帰
Y00263 Y_MC_START PLMC：スタート出力
Y00433 Y_CF_CMDREQ CFﾓｼﾞｭｰﾙ：ｺﾏﾝﾄﾞ実行要求
Y00533 Y_IO_READY 入出力ﾓｼﾞｭｰﾙ：READY
Y00534 Y_IO_RUN 入出力ﾓｼﾞｭｰﾙ：RUN
Y00535 Y_IO_PAUSE 入出力ﾓｼﾞｭｰﾙ：停止中
Y00536 Y_IO_ALARM 入出力ﾓｼﾞｭｰﾙ：アラーム
Y00537 Y_IO_INPOS 入出力ﾓｼﾞｭｰﾙ：INPOS
Y00538 Y_IO_PRDY 入出力ﾓｼﾞｭｰﾙ：プログラム実行可
Y00545 Y_IO_DNCSND 入出力ﾓｼﾞｭｰﾙ：DNCﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ送信中
Y00546 Y_IO_PRGSND 入出力ﾓｼﾞｭｰﾙ：ﾒﾓﾘﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ送信中
Y00547 Y_IO_CFERR 入出力ﾓｼﾞｭｰﾙ：CF読込ｴﾗｰ発生
I00129 I_REQ_PTPSTART ＰＴＰコマンド要求リレー
I00130 I_SDAT_PROGRAM 動作プログラム送信要求リレー
I00131 I_RDAT_PROGRAM 動作プログラム受信要求リレー
I00132 I_REQ_MCRWRITE マクロ変数書き込み要求リレー
I00133 I_RDAT_MCRWRITE マクロ変数受信要求リレー
I00134 I_RDAT_DNCBUF DNCバッファ状態受信要求リレー
I00135 I_SDAT_DNCDATA DNCプログラム送信要求リレー
I00136 I_SDAT_PROGRAM2 動作プログラム送信要求リレー
I00137 I_REQ_PRGSLCT 実行ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ選択要求リレー
I00138 I_REQ_PRGSTRT プログラムスタート要求リレー
I00145 I_CF_READSTR CFﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ読込開始要求リレー
I00146 I_CF_READDNC CFﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ読込DNCフラグ
I00148 I_CF_READDONE CF読込終了通知リレー
I00149 I_CF_ERR CF読込エラー通知リレー
I00150 I_DNCCONTINUE DNCデータ送信/読込継続リレー
I00161 I_SD_ReadStart SDプログラム読み込み要求リレー
I00162 I_SD_ReadDone SDプログラム読み込み完了
I00163 I_SD_CmpDatErr SDﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ読出と書込比較ｴﾗｰ
I00164 I_SD_ReadErr SDﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ読み込みｴﾗｰ
I00257 I_MpCH2_D00 機械ﾊﾟﾈﾙ CH2 D00
I00265 I_MpCH1_D00 機械ﾊﾟﾈﾙ CH1 D00
I00269 I_MpCH1_D04 D04
I00273 I_MpCH4_D00 機械ﾊﾟﾈﾙ CH4 D00
I00281 I_MpCH3_D00 機械ﾊﾟﾈﾙ CH3 D00
I00289 I_MpCH6_D00 機械ﾊﾟﾈﾙ CH6 D00
I00297 I_MpCH5 機械ﾊﾟﾈﾙ CH5 D00
I00305 I_MpCH8 機械ﾊﾟﾈﾙ CH8 D00
I00313 I_MpCH7 機械ﾊﾟﾈﾙ CH7 D00
M00033 M_AlwaysON 常時ＯＮ
M00035 M_Init 運転開始時１スキャンＯＮ
M00036 0.01秒クロック
M00037 0.02秒クロック
M00038 0.1秒クロック
M00039 0.2秒クロック
M00040 1秒クロック
M00041 2秒クロック
M00042 1分クロック
D00097 D_CalcWk 乗算/除算演算用WORK領域
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共通信号定義：SMPLLADD

アドレス 信号名 Ｉ／Ｏコメント

D00098 (4WORD)
D00099 ※ 乗算/除算では演算結果が
D00100 2word/4wordになる
D00101 D_DdlPSel DDLプログラムファイル選択番号
D00102 D_DpgSizeLW DDLﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾌｧｲﾙｻｲｽﾞ(Low Word)
D00103 D_DpgSizeHW DDLﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾌｧｲﾙｻｲｽﾞ(High Word)
D00104 D_PrgSendSzLW メモリ/DNCプログラム送信サイズ
D00105 D_PrgSendSzHW (2WORD)
D00513 D_PtpS ＰＴＰコマンド
D00522 D_PtpE (10WORD)
D00523 D_McrWriteS マクロ変数書き込みコマンド
D00526 D_McrWriteE (4WORD)
D00527 D_McrReadNo 受信マクロ変数番号
D00528 D_McrReadVal 受信マクロ変数値
D00529 (2WORD)
D00769 D_StatusS ステータスデータ
D00822 D_StatusE (54WORD)
D00825 D_VarS マクロ変数データ
D01024 D_VarE (200WORD)
D01025 D_AXNEG 軸ネグレクト
D01026 (2WORD)
D01027 D_AXILOCK 軸インターロック
D01028 (2WORD)
D01029 D_AXSVON 軸サーボオン／オフ
D01030 (2WORD)
D01031 D_DncBufS DNCバッファ状態
D01034 D_DncBufE (4WORD)
D01100 D_SDReadPno SDカード読み込みプログラム番号
D01101 D_SDWriteSize ﾌｧｲﾙ読み出しﾃﾞｰﾀ数
D01102 (2Word)
D01103 D_SDReadErrSts SDﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ読み込みｴﾗｰｽﾃｰﾀｽ
D01104 D_PnoS 実行ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ番号
B00001 B_PrgBlkS DDLプログラム送信バッファ
B32768 B_PrgBlkE (32K WORD)
Z00001 スキャンタイム(運転ﾓｰﾄﾞ)
Z00002 最小スキャンタイム(運転ﾓｰﾄﾞ)
Z00003 最大スキャンタイム(運転ﾓｰﾄﾞ)
Z00004 スキャンタイム(ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞﾓｰﾄﾞ)
Z00005 最小スキャンタイム(ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞﾓｰﾄﾞ)
Z00006 最大スキャンタイム(ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞﾓｰﾄﾞ)
Z00007 周辺処理スキャンタイム
Z00008 周辺処理最小スキャンタイム
Z00009 周辺処理最大スキャンタイム
Z00017 自己診断エラー番号
Z00018 自己診断エラーブロック番号
Z00019 自己診断エラー命令番号
Z00022 命令処理エラー番号
Z00023 命令処理エラーブロック番号
Z00024 命令処理エラー命令番号
Z00027 入出力照合エラー番号
Z00028 入出力照合エラーブロック番号
Z00029 入出力照合エラー命令番号
Z00033 入出力異常メインユニット
Z00034 入出力異常サブユニット１
Z00035 入出力異常サブユニット２
Z00036 入出力異常サブユニット３
Z00037 入出力異常サブユニット４
Z00038 入出力異常サブユニット５
Z00039 入出力異常サブユニット６
Z00040 入出力異常サブユニット７
Z00041 モジュール認識メインユニット
Z00042 モジュール認識サブユニット１
Z00043 モジュール認識サブユニット２
Z00044 モジュール認識サブユニット３
Z00045 モジュール認識サブユニット４
Z00046 モジュール認識サブユニット５
Z00047 モジュール認識サブユニット６
Z00048 モジュール認識サブユニット７
Z00049 西暦(年)の下位2桁
Z00050 月
Z00051 日
Z00052 時
Z00053 分
Z00054 秒
Z00055 曜日
Z00056 コンスタントスキャンタイム
Z00057 コンスタントスキャンタイム
Z00058 スキャンタイム監視時間
Z00065 ＦＡリンク１自局ステータス
Z00066 ＦＡリンク１伝送時間１ｍｓ単位
Z00070 ＦＡリンク２自局ステータス
Z00071 ＦＡリンク２伝送時間１ｍｓ単位
Z00089 伝送路異常メインユニット
Z00090 伝送路異常サブユニット１
Z00091 伝送路異常サブユニット２
Z00092 伝送路異常サブユニット３
Z00093 伝送路異常サブユニット４
Z00094 伝送路異常サブユニット５
Z00095 伝送路異常サブユニット６
Z00096 伝送路異常サブユニット７
Z00105 ユーザログ格納数
Z00257 ＦＡリンク３自局ステータス
Z00258 ＦＡリンク３伝送時間１ｍｓ単位
Z00262 ＦＡリンク４自局ステータス
Z00263 ＦＡリンク４伝送時間１ｍｓ単位
Z00267 ＦＡリンク５自局ステータス
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Z00268 ＦＡリンク５伝送時間１ｍｓ単位
Z00272 ＦＡリンク６自局ステータス
Z00273 ＦＡリンク６伝送時間１ｍｓ単位
Z00277 ＦＡリンク７自局ステータス
Z00278 ＦＡリンク７伝送時間１ｍｓ単位
Z00282 ＦＡリンク８自局ステータス
Z00283 ＦＡリンク８伝送時間１ｍｓ単位


